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授
与
さ
れ
る
紺
綬
褒
章
を
、
羽

後
信
用
金
庫
を
は
じ
め
と
す
る

全
国
の
信
用
金
庫
の
セ
ン
ト
ラ

ル
バ
ン
ク
で
あ
る
信
金
中
央
金

庫
が
受
章
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
令
和
２
年
度
に
「
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
し
て
、

地
元
の
羽
後
信
用
金
庫
推
薦
の

も
と
、
本
市
の
地
域
公
共
交
通

事
業
へ
と
多
大
な
寄
付
を
い
た

だ
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

寄
付
金
は
『
い
き
い
き
お
で
か

け
推
進
「
地
域
交
通
」
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
事
業
』
の
路
線
バ
ス

「
ゴ
ー
ル
ド
フ
リ
ー
定
期
券
」

購
入
費
補
助
事
業
の
販
売
支
援

な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
は
９
月
13
日
に
市
役

所
で
行
わ
れ
、
湊
市
長
か
ら
章

記
を
手
渡
さ
れ
た
信
金
中
央
金

庫
の
星
住
圭
一
東
北
支
店
長
は

「
名
誉
に
預
か
り
大
変
光
栄
で

す
。
き
め
細
か
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
て
、
持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
課
題
の
解
決
に

尽
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
公
益
の
た
め
に

私
財
を
寄
付
し
た
人
や
団
体
に

本
市
へ
の
地
域
公
共
交
通
事
業
へ
貢
献

信
金
中
央
金
庫
が
紺
綬
褒
章
受
章
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９
月
21
日
、
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
由

利
本
荘
署
か
ら
一
日
警
察
署
長

に
委
嘱
さ
れ
た
本
市
出
身
で
Ｎ

Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
キ
ャ
ス
タ
ー

の
髙
野
栞
さ
ん
が
市
役
所
を
訪

れ
ま
し
た
。

　
髙
野
さ
ん
は
12
月
１
日
か
ら

義
務
化
さ
れ
る
安
全
運
転
管
理

業
務
に
お
け
る
酒
気
帯
び
確
認

時
の
「
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
」

の
使
用
を
知
ら
せ
る
チ
ラ
シ
を

湊
市
長
に
手
渡
し
、
歩
行
者
の

安
全
確
保
や
飲
酒
運
転
の
根

絶
、
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
、
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
な
ど
の
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

各
地
域
を
代
表
す
る
チ
ー
ム
が
集
結

全
国
選
抜
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

　
９
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の

３
日
間
、
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
を

会
場
に
全
国
９
地
域
を
代
表
す

る
11
チ
ー
ム
と
開
催
地
代
表
の

秋
田
県
選
抜
の
計
12
チ
ー
ム
が

集
ま
り
「
第
39
回
全
国
選
抜
フ

ッ
ト
サ
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
会
は
１
日
目
、
２
日
目
が

予
選
、
３
日
目
に
決
勝
ラ
ウ
ン

ド
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
選
手

は
足
の
裏
で
う
ま
く
ボ
ー
ル
を

扱
い
、
ド
リ
ブ
ル
や
パ
ス
を
織

り
交
ぜ
な
が
ら
相
手
ゴ
ー
ル
に

迫
っ
て
い
ま
し
た
。
ス
タ
ン
ド

に
は
応
援
に
駆
け
つ
け
た
チ
ー

ム
関
係
者
な
ど
が
見
ら
れ
、
ゴ

ー
ル
が
決
ま
る
た
び
に
大
き
な

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

Vol.12

隊　員

引　間　しおり
－Hikima Shiori－

テーマ

由利本荘市
　　　での暮らし

地域おこし
協力隊通信

・由利本荘市・

初めて友達が遊びに来てくれました

市長のつぶやき日記 市長の湊貴信です。私のSNSに投稿した内容の一部をお伝えします。

松
ヶ
崎
漁
港
乗
船
体
験

岩
城
小
５
年
生
が
地
元
の
産
業
を
学
ぶ

　
９
月
11
日
、
岩
城
小
学
校
の

５
年
生
21
人
が
松
个
崎
漁
港
で

漁
船
へ
の
乗
船
を
体
験
し
ま
し

た
。
松
个
崎
の
海
と
漁
港
を
通

じ
て
、
地
元
産
業
の
漁
業
に
興

味
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
、
漁
港

関
係
者
の
協
力
に
よ
り
行
わ
れ

た
初
の
取
り
組
み
で
す
。

　
児
童
ら
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
身
に
付
け
る
と
、
３
～
４

人
ず
つ
に
分
か
れ
て
船
に
乗
り

込
み
、
港
か
ら
沖
合
ま
で
を
15

分
ほ
ど
航
行
。
船
上
か
ら
の
景

色
や
風
を
楽
し
み
な
が
ら
、
魚

が
い
る
場
所
や
漁
網
の
設
置
箇

所
な
ど
事
前
に
調
べ
た
学
習
内

容
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
ま

た
、
漁
港
に
関
す
る
講
話
も
行

わ
れ
、
松
个
崎
の
歴
史
や
漁
業

へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
渡
會
咲
仁
さ
ん
は

「
風
が
気
持
ち
よ
か
っ
た
し
、

実
際
の
漁
場
を
見
ら
れ
て
勉
強

に
な
っ
た
。
漁
師
さ
ん
か
ら
地

球
温
暖
化
で
元
々
い
た
魚
が
取

れ
な
く
な
っ
て
い
る
と
聞
き
、

環
境
問
題
に
も
関
心
を
持
て
ま

し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
を
笑
顔
で
呼
び
か
け

髙
野
さ
ん
が
一
日
警
察
署
長
に

（写真左から）湊市長、星住東北支店長

活動後の就農を目指し、実際
の現場で営農に必
要な知識や技術を
学びながら地域や
農業の魅力発信、
市のＰＲ活動など
行っています。

＼わたしのミッション／

果樹農家になろう
プロジェクト

　昨年10月に由利本荘市に移住してきました。ずっと「遊びに行きたい！」と言っていた地元（埼玉）
の友達が５月に１泊２日で本当に遊びに来てくれました。
　お昼に羽後本荘駅近辺でランチをして、その後由利高原鉄道に乗って矢島駅まで行きました。乗っ
た電車がちょうどおもちゃ列車で、かわいい車内にほっこりした気持ちになりました。友達が車窓
から見える田園風景にとても感動し、何枚も写真を撮っていました。
　夜はゆっくり温泉に入ったり、由利本荘市の野菜や秋田由利牛を食べ「秋田は本当に食べ物がお
いしいね」とすごく喜んでいました。

　
自
殺
予
防
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発

を
目
的
に
、
心
配
事
の
相

談
先
な
ど
を
紹
介
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
を
行
い

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
不
安
や
心
の
不
調
を

抱
え
る
方
の
増
加
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
に

は
「
生
き
る
こ
と
の
包
括

的
支
援
」
を
行
っ
て
い
る

団
体
が
い
く
つ
も
あ
り
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、

ぜ
ひ
相
談
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
秋
田
大
学
の
疋
田
副
学

長
に
よ
る
県
内
就
職
動
向

に
つ
い
て
の
講
演
の
後
、

立
地
50
年
に
な
る
企
業
へ

の
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
本
市
か
ら
は
各
種
食

料
品
缶
詰
製
造
の
「
讃
岐

罐
詰
㈱
秋
田
工
場
」
と
、

テ
ン
ト
や
ゴ
ア
テ
ッ
ク
ス

衣
料
等
縫
製
加
工
の
「
廣

瀬
産
業
㈱
」
の
２
社
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
記
念
品
と
し
て
、

市
か
ら
本
荘
ご
て
ん
ま
り

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

９月12日㈫投稿　秋田県・県内市町村と

　　　　　　　　誘致企業との懇談会

９月12日㈫投稿　自殺予防街頭キャンペーン

（写真左から）湊市長、髙野さん

地域おこし協力隊としての活動

　「果樹農家になろうプロジェクト」という名のもと、任期終了後にリンゴ農家にな
るための勉強をしています。そのために西目のリンゴ農家さんのもとにお邪魔して、
実地研修をさせていただいています。
　移住してくる前は、スーパーに並んでいるリンゴしか見たことがなく、リンゴの樹や
機械など初めて見るものが多かったです。また、冬場の雪が降る中での作業や、真
夏の暑い日の作業を通して「こんなにたくさんの苦労があってリンゴができているん
だ」と痛感しました。
　移住して初めて食べた西目のリンゴはとても甘くてジューシーで感動したことを覚え
ています。地元の友達にも送ったのですが、みんな「みずみずしくておいしい」「東
京で食べているリンゴとは別物だ」とすごく喜んでいました。
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　夜はゆっくり温泉に入ったり、由利本荘市の野菜や秋田由利牛を食べ「秋田は本当に食べ物がお
いしいね」とすごく喜んでいました。

　
自
殺
予
防
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発

を
目
的
に
、
心
配
事
の
相

談
先
な
ど
を
紹
介
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
を
行
い

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
不
安
や
心
の
不
調
を

抱
え
る
方
の
増
加
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
に

は
「
生
き
る
こ
と
の
包
括

的
支
援
」
を
行
っ
て
い
る

団
体
が
い
く
つ
も
あ
り
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、

ぜ
ひ
相
談
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
秋
田
大
学
の
疋
田
副
学

長
に
よ
る
県
内
就
職
動
向

に
つ
い
て
の
講
演
の
後
、

立
地
50
年
に
な
る
企
業
へ

の
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
本
市
か
ら
は
各
種
食

料
品
缶
詰
製
造
の
「
讃
岐

罐
詰
㈱
秋
田
工
場
」
と
、

テ
ン
ト
や
ゴ
ア
テ
ッ
ク
ス

衣
料
等
縫
製
加
工
の
「
廣

瀬
産
業
㈱
」
の
２
社
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
記
念
品
と
し
て
、

市
か
ら
本
荘
ご
て
ん
ま
り

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

９月12日㈫投稿　秋田県・県内市町村と

　　　　　　　　誘致企業との懇談会

９月12日㈫投稿　自殺予防街頭キャンペーン

（写真左から）湊市長、髙野さん

地域おこし協力隊としての活動

　「果樹農家になろうプロジェクト」という名のもと、任期終了後にリンゴ農家にな
るための勉強をしています。そのために西目のリンゴ農家さんのもとにお邪魔して、
実地研修をさせていただいています。
　移住してくる前は、スーパーに並んでいるリンゴしか見たことがなく、リンゴの樹や
機械など初めて見るものが多かったです。また、冬場の雪が降る中での作業や、真
夏の暑い日の作業を通して「こんなにたくさんの苦労があってリンゴができているん
だ」と痛感しました。
　移住して初めて食べた西目のリンゴはとても甘くてジューシーで感動したことを覚え
ています。地元の友達にも送ったのですが、みんな「みずみずしくておいしい」「東
京で食べているリンゴとは別物だ」とすごく喜んでいました。

APPLEPROJECT_YURIHONJO
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対
象
者
に
は
４
月
に
受
診
券

｟
オ
レ
ン
ジ
色
｠
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。
こ
の
健
診
で
は
虫
歯
や
歯

周
病
の
有
無
だ
け
で
は
な
く
「
噛

む
」「
飲
み
込
む
」
た
め
に
必
要

な
口
内
の
機
能
検
査
も
実
施
す
る

た
め
、
義
歯
｟
入
れ
歯
｠
の
方
も

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
健
診

費
用
は
市
が
負
担
す
る
た
め
、
自

己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
者
　
令
和
６
年
３
月
31
日
時

点
で
76
歳
お
よ
び
80
歳
の
方

※

受
診
券
を
紛
失
し
た
方
、
４
月

１
日
以
降
に
市
外
か
ら
転
入
し
た

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
診
券
の
有
効
期
限
　
令
和
６
年

３
月
31
日
ま
で

受
診
時
に
必
要
な
も
の
　
保
険

証
、
受
診
券
｟
オ
レ
ン
ジ
色
｠

※

事
前
に
、
受
診
券
に
記
載
の
歯

科
医
院
へ
予
約
が
必
要
で
す
。

国
保
加
入
者
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
の
方
へ

健
康
診
査
の
受
診
は
お
済
み
で
す
か
？

１
み
ん
な
で
秋
田
で
暮
ら
そ
う
！
　
働
こ
う
！

「
あ
き
た
ま
る
ご
と
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま
す

４
本
年
度
中
に
76
歳
・
80
歳
に
な
る
方
へ

歯
科
健
康
診
査
の
受
診
は
お
済
み
で
す
か
？

２

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
医
療
保
険
班

☎
24―

６
２
４
４

問
い
合
わ
せ
先

行
政
改
革
推
進
課

☎
24―

６
３
８
３

特設サイト

特設サイト

ス
マ
ホ
教
室
・
操
作
体
験
会
を

開
催
し
ま
す

３
　
自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
、
基
本
的
な
操
作
方
法
、

各
ア
プ
リ
の
使
用
方
法
な
ど
を
体

験
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
。

開
催
日
　
11
月
10
日
㈮

時
間
　
①
10
時
～
正
午
　
②
13
時

半
～
15
時
半

※

①
・
②
は
同
一
内
容
で
す
。

会
場
　
カ
ダ
ー
レ
創
作
テ
ラ
ス

対
象
　
ス
マ
ホ
初
心
者

持
ち
物
　
自
分
の
ス
マ
ホ

※

原
則
自
分
で
操
作
し
ま
す
。
ま

た
、
通
信
費
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

定
員
　
各
５
人

申
し
込
み
先
　
行
政
改
革
推
進
課

☎
24―

６
３
８
３

　
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
み
た
い
、
も
っ

と
活
用
し
た
い
と
い
う
方
を
対
象

に
操
作
体
験
会
も
実
施
し
ま
す
。

　
体
験
用
の
ス
マ
ホ
を
準
備
す
る

た
め
、
自
分
の
ス
マ
ホ
を
持
っ
て

い
な
い
と
い
う
方
も
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
。

開
催
日
　
11
月
22
日
㈬

時
間
　
①
11
時
～
12
時
半
　
②
13

時
半
～
15
時

会
場
　
有
鄰
館

対
象
　
県
内
に
住
む
65
歳
以
上

内
容
　
①
本
体
の
操
作
・
電
話
の

か
け
方
な
ど
　
②
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
な
ど

申
し
込
み
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
き

た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
｟
遊
学
舎
｠

☎
０
１
８―

８
２
９―

５
８
０
１

｟
受
付
時
間
　
９
時
半
～
18
時
｠

※

問
い
合
わ
せ
時
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
所
有
状
況
な
ど
を

質
問
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
県
外
在
住
者
な
ど
を
対
象
に
し

た
就
職
イ
ベ
ン
ト
を
東
京
で
開
催

し
ま
す
。
県
内
企
業
が
ブ
ー
ス
出

展
し
個
別
面
談
を
行
う
ほ
か
、
市

で
も
「
仕
事
」
や
「
住
ま
い
」
に

関
わ
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
家
族
や
知
人
で
移
住
を
考
え
て

い
る
方
へ
ぜ
ひ
フ
ェ
ア
の
こ
と
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
22
日
㈰
　
正
午
～
16

時
｟
開
場
11
時
半
｠

会
場
　
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン

タ
ー
浜
松
町
館
４
階
展
示
室

対
象
　
県
内
へ
の
移
住
や
就
職
を

希
望
す
る
方
、
関
心
が
あ
る
方

※

一
般
・
学
生
は
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
費
　
無
料

※

事
前
の
来
場
登
録
お
よ
び
企
業

面
談
予
約
を
推
奨
｟
当
日
の
来
場

登
録
・
面
談
予
約
も
可
能
｠
。

※

服
装
、
入
退
場
は
自
由
で
す
。

　
対
象
者
に
は
受
診
券
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
年
に
１
度
は
健
康
診

査
を
受
診
し
て
自
分
の
「
か
ら
だ
」

の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。
健
診
費
用
は
市
が
負
担
す
る

た
め
、
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
者
　
▽
市
国
民
健
康
保
険
加

入
者
　
▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者

受
診
券
の
有
効
期
限
　
▽
国
保
特

定
健
診･･･

令
和
６
年
３
月
31
日

▽
後
期
高
齢
者
健
診･･･

令
和
６

年
１
月
31
日

受
診
時
に
必
要
な
も
の
　
▽
保
険

証
、
受
診
券
｟
国
保
特
定
健
診
は

黄
色
、
後
期
高
齢
者
健
診
は
水
色
｠

※

受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
診
方
法
　
受
診
券
に
同
封
の

「
お
知
ら
せ
」
に
記
載
の
医
療
機

関
に
電
話
で
予
約
｟
年
末
年
始
は

医
療
機
関
が
混
み
合
い
ま
す
の
で

早
め
の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま

す
｠

※

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
方

は
、
受
診
券
を
使
用
し
た
個
別
健

診
と
は
併
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

▼
国
保
特
定
健
診
に
つ
い
て

市
民
課
国
保
年
金
班

☎
24―

６
２
４
５

▼
後
期
高
齢
者
健
診
に
つ
い
て

市
民
課
医
療
保
険
班

☎
24―

６
２
４
４

問い合わせ先

税務課（納税証明など）　☎24-６３０３

収納課（口座振替など）　☎24-６２０６

または各総合支所市民サービス課

※納付書に印字された二次元コードの利用期限

は「コンビニ利用期限」と同一に設定していま

す。利用期限を過ぎると読み取りできなくなる

ため、再発行を希望する場合は下記担当課まで

ご連絡ください。

　金融機関などで納付されてから市が納付を確

認できるまで１～２週間程度かかります。

 納税証明などがすぐに必要な場合は、領収証

や引き落とし額が記帳された通帳を持参の上、

税務課または各総合支所市民サービス課へ申請

してください。

市県民税（第３期）、国保税（第４期）

納期限  ： 10月31日 ㈫

問
い
合
わ
せ
先

移
住
支
援
課

☎
24―

６
２
４
７

ま
た
は
｟
公
財
｠
秋
田
県
ふ
る

さ
と
定
住
機
構
｟
☎
０
１
８―

８
２
６―

１
７
３
１
｠

ス
マ
ホ
操
作
体
験
会
も
実
施

経
営
継
承
・
発
展
支
援
事
業
の

補
助
対
象
者
を
募
集
し
ま
す

５
　
農
業
者
の
高
齢
化
と
減
少
が
急

速
に
進
行
す
る
中
、
将
来
に
わ
た
っ

て
、
地
域
の
農
地
利
用
な
ど
を
担

う
経
営
体
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
先
代
の
事
業
者
か
ら
経
営

継
承
し
た
担
い
手
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
対
象
者
　
先
代
事
業
者
｟
個

人
事
業
主
ま
た
は
法
人
の
代
表
者
｠

か
ら
経
営
の
移
譲
を
受
け
た
後
継

者
｟
親
子
、
第
三
者
な
ど
先
代
事

業
者
と
の
関
係
は
問
わ
な
い
｠
で

あ
り
、
要
件
を
全
て
満
た
し
た
方

要
件
　
▽
経
営
発
展
計
画
を
策
定

し
て
い
る
　
▽
後
継
者
の
名
義
で

税
務
申
告
な
ど
を
行
っ
て
い
る
　

▽
青
色
申
告
者
で
あ
る
　
▽
家
族

経
営
協
定
を
締
結
し
て
い
る
｟
後

継
者
が
家
族
農
業
経
営
の
場
合
｠

な
ど

※

そ
の
他
の
事
業
・
補
助
対
象
者

要
件
な
ど
の
詳
細
は
、
次
の
経
営

継
承
・
発
展
支
援
事
業
補
助
金
事

務
局
特
設
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

補
助
上
限
　
１
０
０
万
円

補
助
対
象
経
費
　
専
門
家
謝
金
、

専
門
家
旅
費
、
研
修
費
、
旅
費
、

機
械
装
置
等
費
、
広
報
費
、
展
示

会
等
出
展
費
、
開
発
・
取
得
費
、

雑
役
務
費
、
借
料
、
設
備
処
分
費
、

委
託
費
・
外
注
費

申
込
期
限
　
11
月
２
日
㈭

広報ＩＤ
１００９０１２

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

農
業
振
興
課

☎
24―

６
２
３
４

ま
た
は
｟
一
社
｠
全
国
農
業
会

議
所
｟
☎
０
３―

６
９
１
０―

１
１
２
４
｠
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対
象
者
に
は
４
月
に
受
診
券

｟
オ
レ
ン
ジ
色
｠
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。
こ
の
健
診
で
は
虫
歯
や
歯

周
病
の
有
無
だ
け
で
は
な
く
「
噛

む
」「
飲
み
込
む
」
た
め
に
必
要

な
口
内
の
機
能
検
査
も
実
施
す
る

た
め
、
義
歯
｟
入
れ
歯
｠
の
方
も

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
健
診

費
用
は
市
が
負
担
す
る
た
め
、
自

己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
者
　
令
和
６
年
３
月
31
日
時

点
で
76
歳
お
よ
び
80
歳
の
方

※

受
診
券
を
紛
失
し
た
方
、
４
月

１
日
以
降
に
市
外
か
ら
転
入
し
た

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
診
券
の
有
効
期
限
　
令
和
６
年

３
月
31
日
ま
で

受
診
時
に
必
要
な
も
の
　
保
険

証
、
受
診
券
｟
オ
レ
ン
ジ
色
｠

※

事
前
に
、
受
診
券
に
記
載
の
歯

科
医
院
へ
予
約
が
必
要
で
す
。

国
保
加
入
者
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
の
方
へ

健
康
診
査
の
受
診
は
お
済
み
で
す
か
？

１
み
ん
な
で
秋
田
で
暮
ら
そ
う
！
　
働
こ
う
！

「
あ
き
た
ま
る
ご
と
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま
す

４
本
年
度
中
に
76
歳
・
80
歳
に
な
る
方
へ

歯
科
健
康
診
査
の
受
診
は
お
済
み
で
す
か
？

２

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
医
療
保
険
班

☎
24―

６
２
４
４

問
い
合
わ
せ
先

行
政
改
革
推
進
課

☎
24―

６
３
８
３

特設サイト

特設サイト

ス
マ
ホ
教
室
・
操
作
体
験
会
を

開
催
し
ま
す

３
　
自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
、
基
本
的
な
操
作
方
法
、

各
ア
プ
リ
の
使
用
方
法
な
ど
を
体

験
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
。

開
催
日
　
11
月
10
日
㈮

時
間
　
①
10
時
～
正
午
　
②
13
時

半
～
15
時
半

※

①
・
②
は
同
一
内
容
で
す
。

会
場
　
カ
ダ
ー
レ
創
作
テ
ラ
ス

対
象
　
ス
マ
ホ
初
心
者

持
ち
物
　
自
分
の
ス
マ
ホ

※

原
則
自
分
で
操
作
し
ま
す
。
ま

た
、
通
信
費
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

定
員
　
各
５
人

申
し
込
み
先
　
行
政
改
革
推
進
課

☎
24―

６
３
８
３

　
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
み
た
い
、
も
っ

と
活
用
し
た
い
と
い
う
方
を
対
象

に
操
作
体
験
会
も
実
施
し
ま
す
。

　
体
験
用
の
ス
マ
ホ
を
準
備
す
る

た
め
、
自
分
の
ス
マ
ホ
を
持
っ
て

い
な
い
と
い
う
方
も
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
。

開
催
日
　
11
月
22
日
㈬

時
間
　
①
11
時
～
12
時
半
　
②
13

時
半
～
15
時

会
場
　
有
鄰
館

対
象
　
県
内
に
住
む
65
歳
以
上

内
容
　
①
本
体
の
操
作
・
電
話
の

か
け
方
な
ど
　
②
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
な
ど

申
し
込
み
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
き

た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
｟
遊
学
舎
｠

☎
０
１
８―

８
２
９―

５
８
０
１

｟
受
付
時
間
　
９
時
半
～
18
時
｠

※

問
い
合
わ
せ
時
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
所
有
状
況
な
ど
を

質
問
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
県
外
在
住
者
な
ど
を
対
象
に
し

た
就
職
イ
ベ
ン
ト
を
東
京
で
開
催

し
ま
す
。
県
内
企
業
が
ブ
ー
ス
出

展
し
個
別
面
談
を
行
う
ほ
か
、
市

で
も
「
仕
事
」
や
「
住
ま
い
」
に

関
わ
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
家
族
や
知
人
で
移
住
を
考
え
て

い
る
方
へ
ぜ
ひ
フ
ェ
ア
の
こ
と
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
22
日
㈰
　
正
午
～
16

時
｟
開
場
11
時
半
｠

会
場
　
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン

タ
ー
浜
松
町
館
４
階
展
示
室

対
象
　
県
内
へ
の
移
住
や
就
職
を

希
望
す
る
方
、
関
心
が
あ
る
方

※

一
般
・
学
生
は
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
費
　
無
料

※
事
前
の
来
場
登
録
お
よ
び
企
業

面
談
予
約
を
推
奨
｟
当
日
の
来
場

登
録
・
面
談
予
約
も
可
能
｠
。

※

服
装
、
入
退
場
は
自
由
で
す
。

　
対
象
者
に
は
受
診
券
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
年
に
１
度
は
健
康
診

査
を
受
診
し
て
自
分
の
「
か
ら
だ
」

の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。
健
診
費
用
は
市
が
負
担
す
る

た
め
、
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
者
　
▽
市
国
民
健
康
保
険
加

入
者
　
▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者

受
診
券
の
有
効
期
限
　
▽
国
保
特

定
健
診･･･

令
和
６
年
３
月
31
日

▽
後
期
高
齢
者
健
診･･･

令
和
６

年
１
月
31
日

受
診
時
に
必
要
な
も
の
　
▽
保
険

証
、
受
診
券
｟
国
保
特
定
健
診
は

黄
色
、
後
期
高
齢
者
健
診
は
水
色
｠

※

受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
診
方
法
　
受
診
券
に
同
封
の

「
お
知
ら
せ
」
に
記
載
の
医
療
機

関
に
電
話
で
予
約
｟
年
末
年
始
は

医
療
機
関
が
混
み
合
い
ま
す
の
で

早
め
の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま

す
｠

※

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
方

は
、
受
診
券
を
使
用
し
た
個
別
健

診
と
は
併
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

▼
国
保
特
定
健
診
に
つ
い
て

市
民
課
国
保
年
金
班

☎
24―

６
２
４
５

▼
後
期
高
齢
者
健
診
に
つ
い
て

市
民
課
医
療
保
険
班

☎
24―

６
２
４
４

問い合わせ先

税務課（納税証明など）　☎24-６３０３

収納課（口座振替など）　☎24-６２０６

または各総合支所市民サービス課

※納付書に印字された二次元コードの利用期限

は「コンビニ利用期限」と同一に設定していま

す。利用期限を過ぎると読み取りできなくなる

ため、再発行を希望する場合は下記担当課まで

ご連絡ください。

　金融機関などで納付されてから市が納付を確

認できるまで１～２週間程度かかります。

 納税証明などがすぐに必要な場合は、領収証

や引き落とし額が記帳された通帳を持参の上、

税務課または各総合支所市民サービス課へ申請

してください。

市県民税（第３期）、国保税（第４期）

納期限  ： 10月31日 ㈫

問
い
合
わ
せ
先

移
住
支
援
課

☎
24―

６
２
４
７

ま
た
は
｟
公
財
｠
秋
田
県
ふ
る

さ
と
定
住
機
構
｟
☎
０
１
８―

８
２
６―

１
７
３
１
｠

ス
マ
ホ
操
作
体
験
会
も
実
施

経
営
継
承
・
発
展
支
援
事
業
の

補
助
対
象
者
を
募
集
し
ま
す

５
　
農
業
者
の
高
齢
化
と
減
少
が
急

速
に
進
行
す
る
中
、
将
来
に
わ
た
っ

て
、
地
域
の
農
地
利
用
な
ど
を
担

う
経
営
体
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
先
代
の
事
業
者
か
ら
経
営

継
承
し
た
担
い
手
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
対
象
者
　
先
代
事
業
者
｟
個

人
事
業
主
ま
た
は
法
人
の
代
表
者
｠

か
ら
経
営
の
移
譲
を
受
け
た
後
継

者
｟
親
子
、
第
三
者
な
ど
先
代
事

業
者
と
の
関
係
は
問
わ
な
い
｠
で

あ
り
、
要
件
を
全
て
満
た
し
た
方

要
件
　
▽
経
営
発
展
計
画
を
策
定

し
て
い
る
　
▽
後
継
者
の
名
義
で

税
務
申
告
な
ど
を
行
っ
て
い
る
　

▽
青
色
申
告
者
で
あ
る
　
▽
家
族

経
営
協
定
を
締
結
し
て
い
る
｟
後

継
者
が
家
族
農
業
経
営
の
場
合
｠

な
ど

※

そ
の
他
の
事
業
・
補
助
対
象
者

要
件
な
ど
の
詳
細
は
、
次
の
経
営

継
承
・
発
展
支
援
事
業
補
助
金
事

務
局
特
設
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

補
助
上
限
　
１
０
０
万
円

補
助
対
象
経
費
　
専
門
家
謝
金
、

専
門
家
旅
費
、
研
修
費
、
旅
費
、

機
械
装
置
等
費
、
広
報
費
、
展
示

会
等
出
展
費
、
開
発
・
取
得
費
、

雑
役
務
費
、
借
料
、
設
備
処
分
費
、

委
託
費
・
外
注
費

申
込
期
限
　
11
月
２
日
㈭

広報ＩＤ
１００９０１２

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

農
業
振
興
課

☎
24―

６
２
３
４

ま
た
は
｟
一
社
｠
全
国
農
業
会

議
所
｟
☎
０
３―

６
９
１
０―

１
１
２
４
｠
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み
な
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

公
共
交
通
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
対
話
会
を
実
施
し
ま
す

８

「
ひ
と
り
親
家
庭
等
住
宅
整
備
資
金
」

貸
付
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

７

問
い
合
わ
せ
先

管
財
課
｟
市
役
所
増
設
棟
２
階
｠

☎
24―

６
２
６
２

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
推
進
課

☎
24―

６
３
７
８

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

☎
24―

６
２
５
３

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課

☎
24―

６
３
１
９

６
市
で
不
要
に
な
っ
た
物
品
を
売
り
払
い
ま
す

　
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
次
の

物
品
を
売
り
払
い
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
物
品
写
真
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
物
品
に
は
損
傷
や
故

障
な
ど
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
物
品
を
公
開
し
て
い

る
各
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

入
札
物
品
❶

▽
物
品
名
　
ジ
ョ
ン
デ
ィ
ア
・
ト

　
ラ
ク
タ
ー

▽
年
式
　
平
成
17
年
登
録

▽
最
低
売
却
価
格
　
10
万
円

入
札
物
品
❷

▽
物
品
名
　
ダ
イ
ハ
ツ
・
エ
ッ
セ

▽
年
式
　
平
成
21
年
式

▽
最
低
売
却
価
格
　
１
万
円

入
札
物
品
❸

▽
物
品
名
　
い
す
ゞ
・
エ
ル
フ

▽
年
式
　
平
成
６
年
式

▽
最
低
売
却
価
格
　
２
万
円

入
札
物
品
❹

▽
物
品
名
　
ス
ズ
キ
・
キ
ャ
リ
ー

▽
年
式
　
平
成
15
年
式

▽
最
低
売
却
価
格
　
９
千
円

入
札
物
品
❺

▽
物
品
名
　
ニ
ッ
サ
ン
・
キ
ャ
ラ

　
バ
ン

▽
年
式
　
平
成
16
年
式

▽
最
低
売
却
価
格
　
８
万
円

入
札
物
品
❻

▽
物
品
名
　
い
す
ゞ
・
バ
キ
ュ
ー

　
ム
カ
ー

▽
年
式
　
平
成
13
年
式

▽
最
低
売
却
価
格
　
30
万
円

入
札
物
品
❼

▽
物
品
名
　
ダ
イ
ハ
ツ
・
エ
ッ
セ

▽
年
式
　
平
成
22
年
式

▽
最
低
売
却
価
格
　
２
万
円

入
札
物
品
❽

▽
物
品
名
　
日
野
・
ポ
ン
チ
ョ

▽
年
式
　
平
成
24
年
式

▽
最
低
売
却
価
格
　
29
万
２
千
円

入
札
物
品
❾

▽
物
品
名
　
鋼
材
｟
23
・
31
瓲
｠

▽
最
低
売
却
価
格
　
93
万
２
千
円

公
開
場
所
・
連
絡
先

❶
東
由
利
産
業
建
設
課

　
☎
69―

２
１
１
６

❷
❸
学
校
教
育
課

　
☎
32―

１
３
０
３

❹
❺
鳥
海
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
☎
57―

３
５
０
１

❻
大
内
産
業
建
設
課

　
☎
65―

２
８
０
４

❼
収
納
課

　
☎
24―

６
２
０
６

❽
岩
城
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
☎
73―

２
０
１
１

❾
鳥
海
産
業
建
設
課

　
☎
57―

２
２
０
４

入
札
参
加
申
し
込
み
・
公
開
期
間

10
月
17
日
㈫
～
31
日
㈫
｟
平
日
の

み
｠

※

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
期
間
内
に
参
加

申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方
は
入

札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

入
札
参
加
申
込
場
所
　
管
財
課

※

郵
送
ま
た
は
持
参
で
の
申
し
込

み
で
す
。

入
札
書
類
提
出
期
限
　
11
月
２
日

㈭
　
17
時
15
分
必
着

開
札
　
11
月
７
日
㈫
　
管
財
課

※
入
札
者
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

宝くじ｢コミュニティ助成｣で
エアコンを設置しました

　由利地域の吉沢集

落会館に、宝くじの

助成金でエアコンが

整備されました。今

後の活用により、コミュニティ活動の活発化

が期待されます。

※この事業は、宝くじの受託事業収入を財源

とした社会貢献事業として実施されています。

通行止めを実施します
（御手作堤・浮桟橋）

会計年度任用職員を
募集します（矢島スキー場）

　浮桟橋の転落防止柵更新工事により、

通行止めになります。

　利用者・近隣の方々へご不便をおか

けしますが、ご協力をお願いします。

　通行止め期間　11 月 1 日～３月末

　詳細はハローワークに備え付けの募

集要項で確認するか、担当課までお問

い合わせください。

勤務内容　①ゲレンデ管理など　②リ

フト券売り場での販売、事務など

募集人数　①15人程度　②３人程度

応募資格　①スキー・スノーボードが

できること　②不問

応募期限　10月31日㈫　17時

広報ＩＤ
１００９００５

広報ＩＤ
１００８９２７

アンケート調査
回答フォーム

　
母
子
・
父
子
家
庭
や
寡
婦
の
皆

さ
ん
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

の
貸
付
制
度
で
す
。

貸
し
付
け
対
象
　
20
歳
未
満
の
子

を
扶
養
し
、
市
内
に
住
民
登
録
の

あ
る
母
子
家
庭
の
母
・
父
子
家
庭

の
父
・
寡
婦
で
、
住
宅
整
備
を
必

要
と
し
、
自
力
で
整
備
を
行
う
こ

と
が
困
難
な
方

貸
付
限
度
額
　
１
５
０
万
円
｟
１

世
帯
当
た
り
｠

貸
付
利
率
　
年
０
・
３
㌫

据
え
置
き
期
間
　
１
年
以
内

償
還
期
間
　
据
え
置
き
期
間
経
過

後
９
年
以
内
｟
所
得
税
非
課
税
世

帯
・
災
害
救
助
法
適
用
に
よ
る
復

旧
の
た
め
の
場
合
は
無
利
子
｠

償
還
方
法
　
半
年
ま
た
は
月
賦

保
証
人
　
１
人
｟
本
市
居
住
者
｠

デ
ジ
タ
ル
交
通
安
全
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
し
た

９
　
６
月
に
「
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ

同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
」
と
の

包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
テ
レ

マ
テ
ィ
ク
ス
技
術
を
使
用
し
た

「
第
１
回
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
ブ

選
手
権
」
を
市
民
３
４
４
人
の
参

加
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
走
行
デ
ー
タ
を
基
に
マ
ッ
ピ
ン

グ
し
た
危
険
挙
動
箇
所
｟
急
加
速
、

急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
ス

マ
ホ
使
用
、速
度
超
過
｠
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
｟
二
次
元
コ
ー
ド
｠
で

確
認
で
き
ま
す
。

　
通
勤
経
路
や
よ
く
通
る
道
な
ど

の
確
認
や
普
段
の
運
転
を
振
り
返

る
こ
と
に
よ
り
、
一
層
の
安
全
運

転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

歩
行
者
の
皆
さ
ん
も
確
認
し
、
交

通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ先

都市計画課　☎２４―６３９９

申し込み・問い合わせ先

矢島市民サービス課
☎５５―４９５１

尾崎小学校

本荘公園

御手作堤

鶴舞温泉

通行止め
（浮桟橋）

問い合わせ先

地域づくり推進課　☎２４−６２３０

　
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
公

共
交
通
体
系
の
構
築
を
目
指
す
た

め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
日
常
的

な
移
動
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
公
共
交
通

へ
の
意
見
を
伺
う
た
め
の
対
話
会

を
実
施
し
ま
す
。

 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
、
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
答
期
限
　
11
月
15
日
㈬

※

ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
な
い
な
ど

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
回
答
が
で
き

な
い
方
で
、
調
査
へ
の
回
答
を
希

望
す
る
方
は
担
当
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
を
郵
送
し
ま
す
。

 

対
話
会

　
公
共
交
通
機
関
の
現
状
や
そ
の

必
要
性
を
伝
え
な
が
ら
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
う
た
め
、

対
話
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
自
家
用
車
以
外
で

の
移
動
手
段
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象
　
町
内
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、

サ
ー
ク
ル
な
ど

日
時
　
希
望
日
時
で
対
応

※

担
当
課
へ
希
望
日
時
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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み
な
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

公
共
交
通
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
対
話
会
を
実
施
し
ま
す

８

「
ひ
と
り
親
家
庭
等
住
宅
整
備
資
金
」

貸
付
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

７

問
い
合
わ
せ
先

管
財
課
｟
市
役
所
増
設
棟
２
階
｠

☎
24―

６
２
６
２

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
推
進
課

☎
24―

６
３
７
８

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

☎
24―

６
２
５
３

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課

☎
24―

６
３
１
９

６
市
で
不
要
に
な
っ
た
物
品
を
売
り
払
い
ま
す

　
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
次
の

物
品
を
売
り
払
い
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
物
品
写
真
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
物
品
に
は
損
傷
や
故

障
な
ど
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
物
品
を
公
開
し
て
い

る
各
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

入
札
物
品
❶

▽
物
品
名
　
ジ
ョ
ン
デ
ィ
ア
・
ト

　
ラ
ク
タ
ー

▽
年
式
　
平
成
17
年
登
録

▽
最
低
売
却
価
格
　
10
万
円

入
札
物
品
❷

▽
物
品
名
　
ダ
イ
ハ
ツ
・
エ
ッ
セ

▽
年
式
　
平
成
21
年
式

▽
最
低
売
却
価
格
　
１
万
円

入
札
物
品
❸

▽
物
品
名
　
い
す
ゞ
・
エ
ル
フ

▽
年
式
　
平
成
６
年
式

▽
最
低
売
却
価
格
　
２
万
円

入
札
物
品
❹

▽
物
品
名
　
ス
ズ
キ
・
キ
ャ
リ
ー

▽
年
式
　
平
成
15
年
式

▽
最
低
売
却
価
格
　
９
千
円

入
札
物
品
❺

▽
物
品
名
　
ニ
ッ
サ
ン
・
キ
ャ
ラ

　
バ
ン

▽
年
式
　
平
成
16
年
式

▽
最
低
売
却
価
格
　
８
万
円

入
札
物
品
❻

▽
物
品
名
　
い
す
ゞ
・
バ
キ
ュ
ー

　
ム
カ
ー

▽
年
式
　
平
成
13
年
式

▽
最
低
売
却
価
格
　
30
万
円

入
札
物
品
❼

▽
物
品
名
　
ダ
イ
ハ
ツ
・
エ
ッ
セ

▽
年
式
　
平
成
22
年
式

▽
最
低
売
却
価
格
　
２
万
円

入
札
物
品
❽

▽
物
品
名
　
日
野
・
ポ
ン
チ
ョ

▽
年
式
　
平
成
24
年
式

▽
最
低
売
却
価
格
　
29
万
２
千
円

入
札
物
品
❾

▽
物
品
名
　
鋼
材
｟
23
・
31
瓲
｠

▽
最
低
売
却
価
格
　
93
万
２
千
円

公
開
場
所
・
連
絡
先

❶
東
由
利
産
業
建
設
課

　
☎
69―

２
１
１
６

❷
❸
学
校
教
育
課

　
☎
32―

１
３
０
３

❹
❺
鳥
海
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
☎
57―

３
５
０
１

❻
大
内
産
業
建
設
課

　
☎
65―

２
８
０
４

❼
収
納
課

　
☎
24―

６
２
０
６

❽
岩
城
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
☎
73―

２
０
１
１

❾
鳥
海
産
業
建
設
課

　
☎
57―

２
２
０
４

入
札
参
加
申
し
込
み
・
公
開
期
間

10
月
17
日
㈫
～
31
日
㈫
｟
平
日
の

み
｠

※

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
期
間
内
に
参
加

申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方
は
入

札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

入
札
参
加
申
込
場
所
　
管
財
課

※

郵
送
ま
た
は
持
参
で
の
申
し
込

み
で
す
。

入
札
書
類
提
出
期
限
　
11
月
２
日

㈭
　
17
時
15
分
必
着

開
札
　
11
月
７
日
㈫
　
管
財
課

※

入
札
者
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

宝くじ｢コミュニティ助成｣で
エアコンを設置しました

　由利地域の吉沢集

落会館に、宝くじの

助成金でエアコンが

整備されました。今

後の活用により、コミュニティ活動の活発化

が期待されます。

※この事業は、宝くじの受託事業収入を財源

とした社会貢献事業として実施されています。

通行止めを実施します
（御手作堤・浮桟橋）

会計年度任用職員を
募集します（矢島スキー場）

　浮桟橋の転落防止柵更新工事により、

通行止めになります。

　利用者・近隣の方々へご不便をおか

けしますが、ご協力をお願いします。

　通行止め期間　11 月 1 日～３月末

　詳細はハローワークに備え付けの募

集要項で確認するか、担当課までお問

い合わせください。

勤務内容　①ゲレンデ管理など　②リ

フト券売り場での販売、事務など

募集人数　①15人程度　②３人程度

応募資格　①スキー・スノーボードが

できること　②不問

応募期限　10月31日㈫　17時

広報ＩＤ
１００９００５

広報ＩＤ
１００８９２７

アンケート調査
回答フォーム

　
母
子
・
父
子
家
庭
や
寡
婦
の
皆

さ
ん
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

の
貸
付
制
度
で
す
。

貸
し
付
け
対
象
　
20
歳
未
満
の
子

を
扶
養
し
、
市
内
に
住
民
登
録
の

あ
る
母
子
家
庭
の
母
・
父
子
家
庭

の
父
・
寡
婦
で
、
住
宅
整
備
を
必

要
と
し
、
自
力
で
整
備
を
行
う
こ

と
が
困
難
な
方

貸
付
限
度
額
　
１
５
０
万
円
｟
１

世
帯
当
た
り
｠

貸
付
利
率
　
年
０
・
３
㌫

据
え
置
き
期
間
　
１
年
以
内

償
還
期
間
　
据
え
置
き
期
間
経
過

後
９
年
以
内
｟
所
得
税
非
課
税
世

帯
・
災
害
救
助
法
適
用
に
よ
る
復

旧
の
た
め
の
場
合
は
無
利
子
｠

償
還
方
法
　
半
年
ま
た
は
月
賦

保
証
人
　
１
人
｟
本
市
居
住
者
｠

デ
ジ
タ
ル
交
通
安
全
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
し
た

９
　
６
月
に
「
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ

同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
」
と
の

包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
テ
レ

マ
テ
ィ
ク
ス
技
術
を
使
用
し
た

「
第
１
回
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
ブ

選
手
権
」
を
市
民
３
４
４
人
の
参

加
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
走
行
デ
ー
タ
を
基
に
マ
ッ
ピ
ン

グ
し
た
危
険
挙
動
箇
所
｟
急
加
速
、

急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
ス

マ
ホ
使
用
、速
度
超
過
｠
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
｟
二
次
元
コ
ー
ド
｠
で

確
認
で
き
ま
す
。

　
通
勤
経
路
や
よ
く
通
る
道
な
ど

の
確
認
や
普
段
の
運
転
を
振
り
返

る
こ
と
に
よ
り
、
一
層
の
安
全
運

転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

歩
行
者
の
皆
さ
ん
も
確
認
し
、
交

通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ先

都市計画課　☎２４―６３９９

申し込み・問い合わせ先

矢島市民サービス課
☎５５―４９５１

尾崎小学校

本荘公園

御手作堤

鶴舞温泉

通行止め
（浮桟橋）

問い合わせ先

地域づくり推進課　☎２４−６２３０

　
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
公

共
交
通
体
系
の
構
築
を
目
指
す
た

め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
日
常
的

な
移
動
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
公
共
交
通

へ
の
意
見
を
伺
う
た
め
の
対
話
会

を
実
施
し
ま
す
。

 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
、
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
答
期
限
　
11
月
15
日
㈬

※

ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
な
い
な
ど

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
回
答
が
で
き

な
い
方
で
、
調
査
へ
の
回
答
を
希

望
す
る
方
は
担
当
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
を
郵
送
し
ま
す
。

 

対
話
会

　
公
共
交
通
機
関
の
現
状
や
そ
の

必
要
性
を
伝
え
な
が
ら
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
う
た
め
、

対
話
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
自
家
用
車
以
外
で

の
移
動
手
段
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象
　
町
内
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、

サ
ー
ク
ル
な
ど

日
時
　
希
望
日
時
で
対
応

※

担
当
課
へ
希
望
日
時
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。



21億8,701万7千円

27億4,865万5千円

32億8,218万0千円

34億8,224万8千円

12億  301万7千円

4億5,383万1千円

26億6,638万8千円

14億9,655万9千円

32億7,222万6千円

28億1,532万8千円

14億1,147万9千円

1億7,057万3千円

水道事業会計

ガス事業会計

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

85億1,660万0千円

103億5,853万7千円

84億2,450万3千円

102億251万3千円

9億7,143万1千円

1億4,457万8千円

2,809万3千円

4億3,675万3千円

7,024万3千円

3,894万2千円

8,529万1千円

196万7千円

2万0千円

69万2千円

9億7,281万2千円

1億5,820万7千円

2,809万3千円

4億6,440万4千円

7,757万6千円

4,970万1千円

8,716万2千円

309万9千円

2万1千円

86万2千円

合計

後期高齢者医療

国民健康保険

診療所運営

情報センター

奨学資金

介護サービス事業

スキー場運営

小友財産区

北内越財産区

松ヶ崎財産区

休日応急診療所運営

会計名会計名 歳入歳入 歳出歳出

会計名会計名 収入収入 支出支出
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語句の説明特別会計と公営企業会計

令和４年度の主な事業

下水道事業会計

一般会計とは別に経理を行う会計。特定の事業や資金運用の状
況を明確化するために区分されます。特別会計

一般会計や特別会計と異なる方法（複式簿記）で経理
を行い、経営成績や財政状況を明確化しています。公営企業会計

財政課　☎24－6220

決算の詳細情報
公営企業会計の
詳細情報

証明書発行機導入事業……………………………………

選挙費（参議院議員、県議会議員ほか）………………

2,196

6,060

施設型給付事業（民間保育所・認定こども園）………

福祉医療費支給事業………………………………………

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金………

253,796

62,295

42,128

新ごみ処理施設整備事業…………………………………

新型コロナウイルスワクチン接種事業…………………

24,008

45,083

中山間地域等直接支払交付金事業………………………

多面的機能支払交付金事業………………………………

畜産物緊急対策事業………………………………………

45,538

39,788

3,490

キャッシュレス決済ポイント還元事業…………………

プレミアム商品券事業……………………………………

15,029

12,851

羽後本荘駅周辺整備事業…………………………………

松涛団地建替事業…………………………………………

65,283

44,257

消防水利整備事業…………………………………………

非常備消防機械器具等整備事業…………………………

11,081

7,945

新山小学校改築事業………………………………………

矢島小学校改築事業………………………………………

本荘東中学校区統合小学校建設事業……………………

139,076

30,678

26,050

■ 総務費 ■ 商工費

■ 土木費

■ 消防費

■ 教育費

■ 民生費

■ 衛生費

■ 農林水産業費

地方交付税･･･市の財政状況などに応じて
　　　　　　 国から配分されるお金
国庫支出金･･･事業に対して国から交付さ

れるお金
市税･･･市に納めていただく税金
市債･･･公共投資などに伴う市の借金
県支出金･･･事業に対して県から交付され

るお金
繰越金･･･前年度から繰り越されたお金
諸収入･･･他の科目に分類されない収入

その他･･･分担金・負担金、使用料・手数
料、財産収入、寄附金、繰入金

民生費･･･高齢者・障がい者・児童のた
めの施策、生活保護など

土木費･･･道路の維持管理、除雪など
総務費･･･庁舎管理、選挙など
公債費･･･借入金の返済など
教育費･･･学校の管理、教育備品など
衛生費･･･健康増進、ごみ収集など
農林水産業費･･･農業者支援など
その他･･･市議会の活動など（議会費）、

就労支援など（労働費）、消
防体制の維持など（消防費）、
商工・観光振興など（商工　
費）、災害復旧費

■ 歳入

■ 歳出

５３９億   ８９１万9千円
５２５億２,７８８万７千円歳出

お
知
ら
せ
し
ま
す

決
算
の
概
要

令
和
４
年
度

令和４年度

令和３年度

令和２年度

令和元年度

平成30年度

1,429,644

592,224

2,055,146

2,035,270

2,294,244

387,530

281,244

363,444

357,571

358,026

1,042,114

310,980

1,691,702

1,677,699

1,936,218

731,134

△1,380,722

14,003

△ 258,519

△ 149,691

1,308,689

1,749,094

1,514

27,052

690

0

0

249,498

0

603,252

1,644,917

0

290,763

0

0

394,906

368,372

△ 25,748

△ 231,467

454,251

歳入総額

（Ａ） （Ｄ） （Ｆ） （Ｇ） （Ｈ） （Ｉ） （Ｊ）（Ｂ）

54,367,057

54,943,641

59,938,210

48,738,297

51,338,375

歳出総額

52,937,413

54,351,417

57,883,064

46,703,027

49,044,131

差引額

（Ｃ）　（Ａ）－（Ｂ） （Ｅ）　（Ｃ）－（Ｄ）

翌年度に繰り
越すべき財源 実質収支 単年度収支 積立金 繰上償還額 積立金取崩額 実質単年度収支

(単位：千円)普通会計決算の状況

一般会計 歳入

　一般会計の歳入決算額（税金など市へ入っ

てきたお金）は約539億892万円で前年度と比

べ、約4億6,073万円（0.8％）の減、歳出決算額

（市が使ったお金）は約525億2,789万円で前

年度と比べ、約12億9,785万円（2.4％）の減と

なり、歳入歳出差引額は約13億8,103万円と

なりました。歳入歳出差引額から翌年度に繰

り越した事業に充てるべき財源を控除した

実質収支は約9億9,350万円の黒字となって

います。

歳入の状況

　自主財源の根幹となる市税が前年度と比

べ約1億9,994万円の増、国から交付される地

方交付税は約3億1,873万円の減となりまし

た。また、国庫支出金は子育て世帯への臨時

特別給付事業費補助金の減などにより、前年

度と比べ約7億1,162万円の減となりました。

歳出の状況

　物価高騰や新型コロナウイルス感染症へ

の対応のため、エネルギー・食料品等価格高

騰対応緊急支援事業やキャッシュレス決済

ポイント還元事業、プレミアム商品券事業な

どを実施しました。

 また、新山小学校・矢島小学校の改築事業や

都市下水路管理事業、松涛団地建替事業、羽

後本荘駅周辺整備事業などの将来への投資

となるインフラ整備も積極的に展開しまし

た。

　一方で身の丈にあった財政運営を徹底し、

財政調整基金の残高確保など、後年度の財政

負担に備えることができました。

【歳出決算の性質別内訳】
人件費
14.1％

扶助費
16.0％

公債費
12.6％

普通建設
事業費
14.0％

災害復旧費0.8％

物件費
13.0％

繰出金
7.0％

補助費等
11.4％

維持補修費
積立金
投資・出資・貸付金

11.1％

費

義
務

的

経

他

そ

の

人件費 74億2,593万5千円

扶助費 84億   519万2千円

公債費 66億3,786万2千円

普通建設事業費 73億5,366万8千円

災害復旧費 4億2,683万4千円

物件費 68億2,882万3千円

繰出金 36億4,964万2千円

補助費等 59億7,190万3千円

維持補修費 15億3,933万4千円

積立金 27億7,857万3千円

投資・出資・貸付金 15億1,012万1千円

グラフで見る
一般会計決算

自主財源（27.8％）

依存財源（72.2％）

市税
84億1,928万2千円

15.6％
繰越金
5億4,390万5千円

1.0％
諸収入
10億6,425万7千円

2.0％

分担金および負担金
使用料および手数料
財産収入
寄附金
繰入金
49億8,368万4千円

地方交付税
186億5,849万6千円

34.6％

地方譲与税および
各種交付金
28億7,511万4千円

5.3％

国庫支出金
86億1,681万7千円

16.0％

県支出金
37億446万2千円

6.9％

市債  50億4,290万2千円

9.4％

9.2％
歳入
539億

891万9千円

総務費
72億303万5千円

13.7％

議会費
2億4,591万9千円 0.5％

民生費
140億8,383万2千円

26.8％

衛生費
32億7,634万7千円

労働費
1億2,579万3千円 0.2％

農林水産業費
26億5,393万3千円 5.1％

商工費
15億6,474万円 3.0％

土木費
81億9,813万6千円

15.6％

消防費
19億3,400万7千円

3.7％

教育費
61億8,726万7千円

11.8％

災害復旧費
4億1,701万6千円

0.8％

公債費
66億3,786万

2千円

12.6％

歳出
525億

2,788万7千円

6.2％

(単位：万円)

広報ＩＤ
１００５４０４

歳出決算の
性質別内訳

広報ＩＤ
１００８９６０



21億8,701万7千円

27億4,865万5千円

32億8,218万0千円

34億8,224万8千円

12億  301万7千円

4億5,383万1千円

26億6,638万8千円

14億9,655万9千円

32億7,222万6千円

28億1,532万8千円

14億1,147万9千円

1億7,057万3千円

水道事業会計

ガス事業会計

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

85億1,660万0千円

103億5,853万7千円

84億2,450万3千円

102億251万3千円

9億7,143万1千円

1億4,457万8千円

2,809万3千円

4億3,675万3千円

7,024万3千円

3,894万2千円

8,529万1千円

196万7千円

2万0千円

69万2千円

9億7,281万2千円

1億5,820万7千円

2,809万3千円

4億6,440万4千円

7,757万6千円

4,970万1千円

8,716万2千円

309万9千円

2万1千円

86万2千円

合計

後期高齢者医療

国民健康保険

診療所運営

情報センター

奨学資金

介護サービス事業

スキー場運営

小友財産区

北内越財産区

松ヶ崎財産区

休日応急診療所運営

会計名会計名 歳入歳入 歳出歳出

会計名会計名 収入収入 支出支出
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語句の説明特別会計と公営企業会計

令和４年度の主な事業

下水道事業会計

一般会計とは別に経理を行う会計。特定の事業や資金運用の状
況を明確化するために区分されます。特別会計

一般会計や特別会計と異なる方法（複式簿記）で経理
を行い、経営成績や財政状況を明確化しています。公営企業会計

財政課　☎24－6220

決算の詳細情報
公営企業会計の
詳細情報

証明書発行機導入事業……………………………………

選挙費（参議院議員、県議会議員ほか）………………

2,196

6,060

施設型給付事業（民間保育所・認定こども園）………

福祉医療費支給事業………………………………………

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金………

253,796

62,295

42,128

新ごみ処理施設整備事業…………………………………

新型コロナウイルスワクチン接種事業…………………

24,008

45,083

中山間地域等直接支払交付金事業………………………

多面的機能支払交付金事業………………………………

畜産物緊急対策事業………………………………………

45,538

39,788

3,490

キャッシュレス決済ポイント還元事業…………………

プレミアム商品券事業……………………………………

15,029

12,851

羽後本荘駅周辺整備事業…………………………………

松涛団地建替事業…………………………………………

65,283

44,257

消防水利整備事業…………………………………………

非常備消防機械器具等整備事業…………………………

11,081

7,945

新山小学校改築事業………………………………………

矢島小学校改築事業………………………………………

本荘東中学校区統合小学校建設事業……………………

139,076

30,678

26,050

■ 総務費 ■ 商工費

■ 土木費

■ 消防費

■ 教育費

■ 民生費

■ 衛生費

■ 農林水産業費

地方交付税･･･市の財政状況などに応じて
　　　　　　 国から配分されるお金
国庫支出金･･･事業に対して国から交付さ

れるお金
市税･･･市に納めていただく税金
市債･･･公共投資などに伴う市の借金
県支出金･･･事業に対して県から交付され

るお金
繰越金･･･前年度から繰り越されたお金
諸収入･･･他の科目に分類されない収入

その他･･･分担金・負担金、使用料・手数
料、財産収入、寄附金、繰入金

民生費･･･高齢者・障がい者・児童のた
めの施策、生活保護など

土木費･･･道路の維持管理、除雪など
総務費･･･庁舎管理、選挙など
公債費･･･借入金の返済など
教育費･･･学校の管理、教育備品など
衛生費･･･健康増進、ごみ収集など
農林水産業費･･･農業者支援など
その他･･･市議会の活動など（議会費）、

就労支援など（労働費）、消
防体制の維持など（消防費）、
商工・観光振興など（商工　
費）、災害復旧費

■ 歳入

■ 歳出

５３９億   ８９１万9千円
５２５億２,７８８万７千円歳出

お
知
ら
せ
し
ま
す

決
算
の
概
要

令
和
４
年
度

令和４年度

令和３年度

令和２年度

令和元年度

平成30年度

1,429,644

592,224

2,055,146

2,035,270

2,294,244

387,530

281,244

363,444

357,571

358,026

1,042,114

310,980

1,691,702

1,677,699

1,936,218

731,134

△1,380,722

14,003

△ 258,519

△ 149,691

1,308,689

1,749,094

1,514

27,052

690

0

0

249,498

0

603,252

1,644,917

0

290,763

0

0

394,906

368,372

△ 25,748

△ 231,467

454,251

歳入総額

（Ａ） （Ｄ） （Ｆ） （Ｇ） （Ｈ） （Ｉ） （Ｊ）（Ｂ）

54,367,057

54,943,641

59,938,210

48,738,297

51,338,375

歳出総額

52,937,413

54,351,417

57,883,064

46,703,027

49,044,131

差引額

（Ｃ）　（Ａ）－（Ｂ） （Ｅ）　（Ｃ）－（Ｄ）

翌年度に繰り
越すべき財源 実質収支 単年度収支 積立金 繰上償還額 積立金取崩額 実質単年度収支

(単位：千円)普通会計決算の状況

一般会計 歳入

　一般会計の歳入決算額（税金など市へ入っ

てきたお金）は約539億892万円で前年度と比

べ、約4億6,073万円（0.8％）の減、歳出決算額

（市が使ったお金）は約525億2,789万円で前

年度と比べ、約12億9,785万円（2.4％）の減と

なり、歳入歳出差引額は約13億8,103万円と

なりました。歳入歳出差引額から翌年度に繰

り越した事業に充てるべき財源を控除した

実質収支は約9億9,350万円の黒字となって

います。

歳入の状況

　自主財源の根幹となる市税が前年度と比

べ約1億9,994万円の増、国から交付される地

方交付税は約3億1,873万円の減となりまし

た。また、国庫支出金は子育て世帯への臨時

特別給付事業費補助金の減などにより、前年

度と比べ約7億1,162万円の減となりました。

歳出の状況

　物価高騰や新型コロナウイルス感染症へ

の対応のため、エネルギー・食料品等価格高

騰対応緊急支援事業やキャッシュレス決済

ポイント還元事業、プレミアム商品券事業な

どを実施しました。

 また、新山小学校・矢島小学校の改築事業や

都市下水路管理事業、松涛団地建替事業、羽

後本荘駅周辺整備事業などの将来への投資

となるインフラ整備も積極的に展開しまし

た。

　一方で身の丈にあった財政運営を徹底し、

財政調整基金の残高確保など、後年度の財政

負担に備えることができました。

【歳出決算の性質別内訳】
人件費
14.1％

扶助費
16.0％

公債費
12.6％

普通建設
事業費
14.0％

災害復旧費0.8％

物件費
13.0％

繰出金
7.0％

補助費等
11.4％

維持補修費
積立金
投資・出資・貸付金

11.1％

費

義
務

的

経

他

そ

の

人件費 74億2,593万5千円

扶助費 84億   519万2千円

公債費 66億3,786万2千円

普通建設事業費 73億5,366万8千円

災害復旧費 4億2,683万4千円

物件費 68億2,882万3千円

繰出金 36億4,964万2千円

補助費等 59億7,190万3千円

維持補修費 15億3,933万4千円

積立金 27億7,857万3千円

投資・出資・貸付金 15億1,012万1千円

グラフで見る
一般会計決算

自主財源（27.8％）

依存財源（72.2％）

市税
84億1,928万2千円

15.6％
繰越金
5億4,390万5千円

1.0％
諸収入
10億6,425万7千円

2.0％

分担金および負担金
使用料および手数料
財産収入
寄附金
繰入金
49億8,368万4千円

地方交付税
186億5,849万6千円

34.6％

地方譲与税および
各種交付金
28億7,511万4千円

5.3％

国庫支出金
86億1,681万7千円

16.0％

県支出金
37億446万2千円

6.9％

市債  50億4,290万2千円

9.4％

9.2％
歳入
539億

891万9千円

総務費
72億303万5千円

13.7％

議会費
2億4,591万9千円 0.5％

民生費
140億8,383万2千円

26.8％

衛生費
32億7,634万7千円

労働費
1億2,579万3千円 0.2％

農林水産業費
26億5,393万3千円 5.1％

商工費
15億6,474万円 3.0％

土木費
81億9,813万6千円

15.6％

消防費
19億3,400万7千円

3.7％

教育費
61億8,726万7千円

11.8％

災害復旧費
4億1,701万6千円

0.8％

公債費
66億3,786万

2千円

12.6％

歳出
525億

2,788万7千円

6.2％

(単位：万円)

広報ＩＤ
１００５４０４

歳出決算の
性質別内訳

広報ＩＤ
１００８９６０
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▶▶催し・お知らせ

市内全地域で開催しています

　ご参加ください！インターバル速歩実践会

健康の駅秋田ゆりほんじょう登録団体紹介

詳しくは病院
ホームページ

　生活習慣病予防や筋力の向上に効果的なイン

ターバル速歩に参加してみませんか。参加無料。

受け付け開始は各会場開始時間の15分前からで

す。動きやすい服装でお越しください。

※本荘会場に初めて参加する方のみ、ナイスア

リーナ（☎２２－０００１）への事前申し込み

が必要です。

持ち物　タオル、飲み物、室内用運動靴

　市が健康に関する情報発信や交流の拠点として設置している｢健

康の駅秋田ゆりほんじょう｣に加盟する市内の健康増進活動団体を

紹介します。どなたでも参加できますので、各団体へお気軽に問い

合せください。

問　健康づくり課

本荘海岸林を守る会
　本荘海岸林の松林の再生や生

育環境を守る活動を行っていま

す。環境保全のほか、地域おこ

し活動や学習会の開催など。山

や林の空気､景観の改善により、

住民の心と体の健康を守ります｡

活動場所　市内全域

活動日　不定期

会費　年千円

問　代表　保科さん　☎０９０

　　－３３６４－７６５５

石脇まち歩き案内人の会
　市内外の観光客や団体などの

依頼に応じ、石脇地区の名所や

史跡を巡るまち歩きをガイドしま

す。入部４００年の歴史をはじ

めとする歴史や文化を学びなが

ら楽しくウオーキング。ガイド依

頼もご相談ください。

活動場所　石脇地区

活動日　依頼があれば随時

会費　年千円

問　代表　佐藤さん　

　　☎２４－５０９４

■由利組合総合病院の院外再来受け

付けは今月末で終了します

　由利組合総合病院が本荘地域以外

の７地域に設置している「院外再来

受付機」は10月31日㈫をもって終了

します。

　11月からは病院の案

内に従い、予約票の時

間に合わせて来院して

ください。

問　由利組合総合病院　☎２７－１

　２００、健康づくり課　

■由利本荘にかほ市民が健康を守る

会10月の催し

　いずれも参加無料、事前の申し込

みが必要です。

①がんサロン

　栄養士の話を聞き、がんやフレイ

ル予防について楽しく学びましょう。

日時　10月21日㈯　14時～15時半

②いこいのカフェ―座ってできるヨ

ガで楽しく免疫力アップ―

　当日は動きやすい服装でお越しく

ださい。

日時　10月23日㈪　14時～15時半

講師　認知症予防脳トレ士　齋藤真

　弓さん

会場 同会事務所(石脇字石脇２)

定員　各10人程度

申し込み　谷合さん　☎０９０－６

　１４９－８７５６

問　健康づくり課

地域

本荘

矢島

岩城

由利

大内

東由利

西目

鳥海

11月の開催日 時　間 会　場

14日㈫

２日㈭

８日㈬

９日㈭

29日㈬

13日㈪

14日㈫

９時～10時

10時～11時

14時半～15時半

11時～正午

10時～11時

13時半～14時半

13時半～14時半

矢島体育センター

岩城総合体育館

Ｂ＆Ｇ由利海洋センター

岩谷体育館

東由利体育館

Ｂ＆Ｇ西目海洋センター

鳥海トレーニングセンター

10時～11時 ナイスアリーナ
１日㈬、８日㈬

22日㈬、29日㈬
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▶▶催し・お知らせ

市内全地域で開催しています

　ご参加ください！インターバル速歩実践会

健康の駅秋田ゆりほんじょう登録団体紹介

詳しくは病院
ホームページ

　生活習慣病予防や筋力の向上に効果的なイン

ターバル速歩に参加してみませんか。参加無料。

受け付け開始は各会場開始時間の15分前からで

す。動きやすい服装でお越しください。

※本荘会場に初めて参加する方のみ、ナイスア

リーナ（☎２２－０００１）への事前申し込み

が必要です。

持ち物　タオル、飲み物、室内用運動靴

　市が健康に関する情報発信や交流の拠点として設置している｢健

康の駅秋田ゆりほんじょう｣に加盟する市内の健康増進活動団体を

紹介します。どなたでも参加できますので、各団体へお気軽に問い

合せください。

問　健康づくり課

本荘海岸林を守る会
　本荘海岸林の松林の再生や生

育環境を守る活動を行っていま

す。環境保全のほか、地域おこ

し活動や学習会の開催など。山

や林の空気､景観の改善により、

住民の心と体の健康を守ります｡

活動場所　市内全域

活動日　不定期

会費　年千円

問　代表　保科さん　☎０９０

　　－３３６４－７６５５

石脇まち歩き案内人の会
　市内外の観光客や団体などの

依頼に応じ、石脇地区の名所や

史跡を巡るまち歩きをガイドしま

す。入部４００年の歴史をはじ

めとする歴史や文化を学びなが

ら楽しくウオーキング。ガイド依

頼もご相談ください。

活動場所　石脇地区

活動日　依頼があれば随時

会費　年千円

問　代表　佐藤さん　

　　☎２４－５０９４

■由利組合総合病院の院外再来受け

付けは今月末で終了します

　由利組合総合病院が本荘地域以外

の７地域に設置している「院外再来

受付機」は10月31日㈫をもって終了

します。

　11月からは病院の案

内に従い、予約票の時

間に合わせて来院して

ください。

問　由利組合総合病院　☎２７－１

　２００、健康づくり課　

■由利本荘にかほ市民が健康を守る

会10月の催し

　いずれも参加無料、事前の申し込

みが必要です。

①がんサロン

　栄養士の話を聞き、がんやフレイ

ル予防について楽しく学びましょう。

日時　10月21日㈯　14時～15時半

②いこいのカフェ―座ってできるヨ

ガで楽しく免疫力アップ―

　当日は動きやすい服装でお越しく

ださい。

日時　10月23日㈪　14時～15時半

講師　認知症予防脳トレ士　齋藤真

　弓さん

会場 同会事務所(石脇字石脇２)

定員　各10人程度

申し込み　谷合さん　☎０９０－６

　１４９－８７５６

問　健康づくり課

地域

本荘

矢島

岩城

由利

大内

東由利

西目

鳥海

11月の開催日 時　間 会　場

14日㈫

２日㈭

８日㈬

９日㈭

29日㈬

13日㈪

14日㈫

９時～10時

10時～11時

14時半～15時半

11時～正午

10時～11時

13時半～14時半

13時半～14時半

矢島体育センター

岩城総合体育館

Ｂ＆Ｇ由利海洋センター

岩谷体育館

東由利体育館

Ｂ＆Ｇ西目海洋センター

鳥海トレーニングセンター

10時～11時 ナイスアリーナ
１日㈬、８日㈬

22日㈬、29日㈬
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おすすめ番組と番組表のご案内（10月17日～30日）
時間 月

23・30
日

22・29
土

21・28
火～金

17・18・19・20・24・25・26・27

テレビショッピング（QVCとショップチャンネルの曜日交互編成）

  5　00
  6　00
  6　30
  7　00
  7　30

  8　00

  9　00

10　00

12　00
12　30

13　00

14　00
15　00

16　00

18　00

18　30
19　00
19　30

20　00

21　00
21　30
22　30
23　00
23　30
  0　00

（～翌５:00まで）

17　00

11　00

10　30

ライブカメラ映像（市役所・法体の滝・南由利原高原）
みんなかだ～れ体操

ゆりほん
Times Weekly（再）

ゆりほん Times（再）
文字放送

ゆりほん Times（再）文字放送 文字放送

ゆりほん Times（再）文字放送 文字放送

ゆりほん Times（再）文字放送 文字放送

ゆりほんTimes
 Weekly（再）

企画・特別番組①
■17日～23日／「ミルシルハッスル ゆりほんじょう『城下町 本荘・城下町 亀田』」
■24日～30日／「第2回由利本荘民謡大会　決勝その１」
　　

企画・特別番組②
■17日～23日／「し～な3姉妹が行く！ んめものねぇが　ケーキ工房 フリアンナカムラ編」
■24日～30日／「いちばチャンネル『市場 deクッキング ～シメサバ編～ 』」　　

企画・特別番組③
■17日～23日／「県外ロングインタビュー ～故郷 秋田への想い～ 齋藤忠生さん」
■24日～30日／「第2回由利本荘民謡大会　決勝その２」
　　 アリーナい～な体操

ゆりほんTimes Weekly
（再）

全国ケーブルテレビ便り
※同日8:00 ～の放送と同じ

ゆりほんTimes Weekly
（初回放送）

テレビショッピング

企画・特別番組④
■17日～23日／「し～な3姉妹が行く！
　　　　　　 んめものねぇが　海鮮酒場はまはま編」
■24日～30日／「県外ロングインタビュー 
　　　　　　　  ～故郷 秋田への想い～ 畠山昇さん」　　

企画・特別番組①（再）
※同日9:00 ～の放送と同じ

全国ケーブルテレビ便り
■17日～23日／「とんと昔があったげな２
　　　　　　　     『やまたのおろち・カラス天狗の恩返し』」
　　　　　　　　　　　  制作：山陰ケーブルビジョン（島根）
■24日～30日／「あいラブせんりゅう２０２３年１０月号」
　　　　　　　　　　　　 制作：大崎ケーブルテレビ（宮城）

ゆりほんTimes（初回放送）
文字放送

ゆりほんTimes（再）

し～なチャン（初回放送）

し～なチャン（再）

ゆりほんTimes（再）

ゆりほんTimes（再）

文字放送

文字放送

文字放送

企画・特別番組③（再）　※同日11:00 ～の放送と同じ

企画・特別番組①（再）
※同日9:00 ～の放送と同じ

ゆりほんTimes Weekly
（再）

し～なチャンWeekly（再）

ゆりほんTimes Weekly（再）

全国ケーブルテレビ便り
■17日～30日／
「おまつりニッポン」 ＃１１ 久喜提燈祭り『天王様』　制作：ケーブルテレビ（埼玉）
　　　　　　　　 ＃１２ 大足区蛇車まつり　制作：知多半島ケーブルネットワーク（愛知）
「壮観劇場」＃３０ 東洋のグランドキャニオン　制作：ニューメディア函館センター（北海道）

「県外ロングインタビュー ～故郷　 
　　　秋田への想い～ 畠山昇さん」
　県外在住の秋田県出身者に話を聞くロ
ングインタビューシリーズ。今回は三種町
を活性化するために首都圏で活動してい
る畠山さんの話をお伝え。
〈10月24日(火)16:00～ほか〉

「おまつりニッポン・壮観劇場」
「おまつりニッポン」は久喜提燈祭りと大
足区蛇車まつりを、「壮観劇場」は東洋の
グランドキャニオンを放送。
〈10月17日(火)8:00～ほか〉

「とんと昔があったげな２」
　島根県出雲地方に残る昔懐かしい民話
を語り部さんと紙芝居でご紹介。
「やまたのおろち・カラス天狗の恩返し」
〈10月17日(火)18:00～ほか〉

「あいラブせんりゅう２０２３年１０月号」
　川柳の魅力をお届けしようという番組。
川柳に関する素朴な疑問にもお答えしつ
つ、川柳の奥深さをお伝え。
〈10月24日(火)18:00～ほか〉 〈問い合わせ先〉　由利本荘市CATVセンター　〒018-0711　由利本荘市岩谷町字日渡51番地 1

由利本荘市CATVセンターからのお知らせ

ゆりほんおすすめ番組

アンテナのない暮らしをはじめるキャンペーン
通常 31,440 円かかる加入金が、実質無料でお得に加入！

雪でのテレビ受信の心配を解消しませんか
・雪によるアンテナ倒れ、心配ではありませんか
・雪が降ると、テレビの映りが悪くなりませんか

受付期間：11月 30日（木）まで

CATV 通信サービスの機器撤去に伺います

受付時間　月～金曜日（祝日除く）8:30 ～ 17:15

※故障受け付けは24時間365日対応
Eメールアドレス：yurihontv@cna-catv.co.jp
電話：0184-65-3722

「し～なチャン」の大人気コー
ナーの由利本荘市出張版！ 今回は
ケーキ工房 フリアンナカムラ編と
海鮮酒場はまはま編をお届け。
〈10月17日(火)10:30～ほか〉

「し～な3姉妹が行く！ 
　　　　　んめものねぇが」

　9月10日にカダーレで行われた由
利本荘民謡大会の年少者、高齢者、
大賞それぞれの部の決勝の模様を
お届け。
〈10月24日(火)9:00～ほか〉

「第２回由利本荘民謡大会　
　　　　　　　　  決勝」

平成23年度に市が制作した教育
番組「ミルシルハッスルゆりほん
じょう」の歴史シリーズから城下町 
本荘と城下町亀田をお届け。
〈10月17日(火)9:00～ほか〉

「ミルシルハッスル　　　
　　　　　　ゆりほんじょう」

大内、東由利、鳥海、岩城地域の通信サービスの機器撤去に伺います。工事業者が連絡の
うえ訪問しますので、ご協力をお願いします。

　その他の地域につきましては撤去開始の目途がつきましたら改めて周知します。

大内地域 … 岩谷、下川大内、上川大内地区
東由利地域 … 黒渕、田代、舘合地区
鳥海地域 … 川内地区
岩城地域 … 道川地区

・予告なく番組の放送時間や内容を変
更する場合があります。
・10月31日の番組内容はEPG（テレビ
などの電子番組表）やホームページをご
確認ください。

10月・11月の訪問地域

ちょうちん

ちょうちん

ホームページ
YouTube

公式チャンネル
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おすすめ番組と番組表のご案内（10月17日～30日）
時間 月

23・30
日

22・29
土

21・28
火～金

17・18・19・20・24・25・26・27

テレビショッピング（QVCとショップチャンネルの曜日交互編成）

  5　00
  6　00
  6　30
  7　00
  7　30

  8　00

  9　00

10　00

12　00
12　30

13　00

14　00
15　00

16　00

18　00

18　30
19　00
19　30

20　00

21　00
21　30
22　30
23　00
23　30
  0　00

（～翌５:00まで）

17　00

11　00

10　30

ライブカメラ映像（市役所・法体の滝・南由利原高原）
みんなかだ～れ体操

ゆりほん
Times Weekly（再）

ゆりほん Times（再）
文字放送

ゆりほん Times（再）文字放送 文字放送

ゆりほん Times（再）文字放送 文字放送

ゆりほん Times（再）文字放送 文字放送

ゆりほんTimes
 Weekly（再）

企画・特別番組①
■17日～23日／「ミルシルハッスル ゆりほんじょう『城下町 本荘・城下町 亀田』」
■24日～30日／「第2回由利本荘民謡大会　決勝その１」
　　

企画・特別番組②
■17日～23日／「し～な3姉妹が行く！ んめものねぇが　ケーキ工房 フリアンナカムラ編」
■24日～30日／「いちばチャンネル『市場 deクッキング ～シメサバ編～ 』」　　

企画・特別番組③
■17日～23日／「県外ロングインタビュー ～故郷 秋田への想い～ 齋藤忠生さん」
■24日～30日／「第2回由利本荘民謡大会　決勝その２」
　　 アリーナい～な体操

ゆりほんTimes Weekly
（再）

全国ケーブルテレビ便り
※同日8:00 ～の放送と同じ

ゆりほんTimes Weekly
（初回放送）

テレビショッピング

企画・特別番組④
■17日～23日／「し～な3姉妹が行く！
　　　　　　 んめものねぇが　海鮮酒場はまはま編」
■24日～30日／「県外ロングインタビュー 
　　　　　　　  ～故郷 秋田への想い～ 畠山昇さん」　　

企画・特別番組①（再）
※同日9:00 ～の放送と同じ

全国ケーブルテレビ便り
■17日～23日／「とんと昔があったげな２
　　　　　　　     『やまたのおろち・カラス天狗の恩返し』」
　　　　　　　　　　　  制作：山陰ケーブルビジョン（島根）
■24日～30日／「あいラブせんりゅう２０２３年１０月号」
　　　　　　　　　　　　 制作：大崎ケーブルテレビ（宮城）

ゆりほんTimes（初回放送）
文字放送

ゆりほんTimes（再）

し～なチャン（初回放送）

し～なチャン（再）

ゆりほんTimes（再）

ゆりほんTimes（再）

文字放送

文字放送

文字放送

企画・特別番組③（再）　※同日11:00 ～の放送と同じ

企画・特別番組①（再）
※同日9:00 ～の放送と同じ

ゆりほんTimes Weekly
（再）

し～なチャンWeekly（再）

ゆりほんTimes Weekly（再）

全国ケーブルテレビ便り
■17日～30日／
「おまつりニッポン」 ＃１１ 久喜提燈祭り『天王様』　制作：ケーブルテレビ（埼玉）
　　　　　　　　 ＃１２ 大足区蛇車まつり　制作：知多半島ケーブルネットワーク（愛知）
「壮観劇場」＃３０ 東洋のグランドキャニオン　制作：ニューメディア函館センター（北海道）

「県外ロングインタビュー ～故郷　 
　　　秋田への想い～ 畠山昇さん」
　県外在住の秋田県出身者に話を聞くロ
ングインタビューシリーズ。今回は三種町
を活性化するために首都圏で活動してい
る畠山さんの話をお伝え。
〈10月24日(火)16:00～ほか〉

「おまつりニッポン・壮観劇場」
「おまつりニッポン」は久喜提燈祭りと大
足区蛇車まつりを、「壮観劇場」は東洋の
グランドキャニオンを放送。
〈10月17日(火)8:00～ほか〉

「とんと昔があったげな２」
　島根県出雲地方に残る昔懐かしい民話
を語り部さんと紙芝居でご紹介。
「やまたのおろち・カラス天狗の恩返し」
〈10月17日(火)18:00～ほか〉

「あいラブせんりゅう２０２３年１０月号」
　川柳の魅力をお届けしようという番組。
川柳に関する素朴な疑問にもお答えしつ
つ、川柳の奥深さをお伝え。
〈10月24日(火)18:00～ほか〉 〈問い合わせ先〉　由利本荘市CATVセンター　〒018-0711　由利本荘市岩谷町字日渡51番地 1

由利本荘市CATVセンターからのお知らせ

ゆりほんおすすめ番組

アンテナのない暮らしをはじめるキャンペーン
通常 31,440 円かかる加入金が、実質無料でお得に加入！

雪でのテレビ受信の心配を解消しませんか
・雪によるアンテナ倒れ、心配ではありませんか
・雪が降ると、テレビの映りが悪くなりませんか

受付期間：11月 30日（木）まで

CATV 通信サービスの機器撤去に伺います

受付時間　月～金曜日（祝日除く）8:30 ～ 17:15

※故障受け付けは24時間365日対応
Eメールアドレス：yurihontv@cna-catv.co.jp
電話：0184-65-3722

「し～なチャン」の大人気コー
ナーの由利本荘市出張版！ 今回は
ケーキ工房 フリアンナカムラ編と
海鮮酒場はまはま編をお届け。
〈10月17日(火)10:30～ほか〉

「し～な3姉妹が行く！ 
　　　　　んめものねぇが」

　9月10日にカダーレで行われた由
利本荘民謡大会の年少者、高齢者、
大賞それぞれの部の決勝の模様を
お届け。
〈10月24日(火)9:00～ほか〉

「第２回由利本荘民謡大会　
　　　　　　　　  決勝」

平成23年度に市が制作した教育
番組「ミルシルハッスルゆりほん
じょう」の歴史シリーズから城下町 
本荘と城下町亀田をお届け。
〈10月17日(火)9:00～ほか〉

「ミルシルハッスル　　　
　　　　　　ゆりほんじょう」

大内、東由利、鳥海、岩城地域の通信サービスの機器撤去に伺います。工事業者が連絡の
うえ訪問しますので、ご協力をお願いします。

　その他の地域につきましては撤去開始の目途がつきましたら改めて周知します。

大内地域 … 岩谷、下川大内、上川大内地区
東由利地域 … 黒渕、田代、舘合地区
鳥海地域 … 川内地区
岩城地域 … 道川地区

・予告なく番組の放送時間や内容を変
更する場合があります。
・10月31日の番組内容はEPG（テレビ
などの電子番組表）やホームページをご
確認ください。

10月・11月の訪問地域

ちょうちん

ちょうちん

ホームページ
YouTube

公式チャンネル
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　裏
に
激
痛
が
走
る
こ
と
が
あ
り
、足

　
　の
使
い
す
ぎ
が
原
因
と
の
こ
と
。夏

が
暑
す
ぎ
て
こ
も
り
気
味
だ
っ
た
の
で
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痛
み
と
付
き
合
い
な
が
ら
徐
々
に
体
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鍛
え
直
し
た
い
で
す
。
　
　
　
　（一
輝
）

路
、台
風
13
号
で
被
災
し
た
親
子
都

　
　市
・
福
島
県
い
わ
き
市
に
災
害
派

遣
で
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。10
月
も
台

風
シ
ー
ズ
ン
。明
日
は
わ
が
身
と
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
　
　

  （
タ
ワ
ー
）

　
　お
り
は
主
食
と
ば
か
り
に
春
夏
秋

　
　冬
ガ
リ
ガ
リ
食
べ
て
い
た
若
か
り

し
頃
。温
か
い
飲
み
物
を
好
む
よ
う
に
な

り
今
で
は
す
っ
か
り
疎
遠
に
。旧
友
に
会

う
と
い
つ
も
一
番
に
驚
か
れ
ま
す
。  
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　キ
ノ
ワ
グ
マ
が
多
数
目
撃
さ
れ
、人

　
　身
被
害
も
多
発
す
る
こ
と
し
、自
宅

近
く
で
初
め
て
野
生
の
ク
マ
を
目
撃
。そ

れ
か
ら
と
い
う
も
の
夜
道
を
歩
く
の
が

少
し
怖
い
で
す…

。
　
　
　
　（Ｏ
Ｄ
Ｃ
）

　
　い
菓
、お
米
か
ら
作
ら
れ
る
お
菓
子

　
　の
こ
と
。稲
刈
り
も
終
わ
り
こ
と
し

も
お
い
し
い
お
せ
ん
べ
い
が
食
べ
ら
れ

そ
う
で
す
。変
わ
っ
た
味
も
良
い
で
す
が
、

定
番
の
塩
味
が
好
き
で
す
　
　
　

  

♪

　
　が
ら
歯
磨
き
は
、テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ

　
　な
ど
意
識
が
そ
ち
ら
に
向
い
て
し

ま
い
、同
じ
箇
所
を
ず
っ
と
磨
い
て
磨
き

残
し
が
で
き
る
と
の
こ
と
。二
兎
を
追
う

者
は
一
兎
を
も
得
ず
で
す
ね
。
　
　（紀
）

三河　芙和ちゃん（聖央さん）石脇

齋藤　輝旺ちゃん（ 蓮 さん）石脇　

石井　　湊ちゃん（貴大さん）大鍬町

佐々木朝飛ちゃん（ 凌 さん）東梵天

五十嵐糸芭ちゃん（広樹さん）二番堰

<９月16日～９月30日受け付け分>

　　ふうわ

　　て　お

　　　　みなと

　　 あさと

　　いとは

　　ぜん  

ひ　な

す　い

の　あ

さなと

<９月16日～９月30日受け付け分>
「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

鈴木ノリ子さん

髙橋ひさよさん

成田ハツヨさん

板垣ツヱ子さん

小松　鉄治さん

大宮　勝則さん

小川　　豊さん

（石脇 ・ ８５歳）

（肴町 ・ １０１歳）

（鮎瀬 ・ ８０歳）

（鳥田目 ・ ７５歳）

（館前 ・ ８７歳）

（三条 ・ ６７歳）

（川口 ・ ９６歳）

佐藤　良美さん（市民生功労者・矢島町元町）

９月18日永眠されました。昭和61年から令和元年まで

33年間にわたり、民生委員・児童委員として住民福祉の

向上と児童の健全育成に貢献。矢島地区民生児童委員協

議会会長を務めるなど、社会福祉の向上に尽力されまし

た。平成30年由利本荘市民生功労。77歳。

　な　こ

　たいせい

佐々木芳治郎さん

西野ハツ子さん

鈴木　　茂さん

佐藤　俊男さん

中村　岩子さん

佐藤　留七さん

阿部　英典さん

佐藤　タヨさん

佐藤　チセさん

伊東　ミヤさん

小松　サツさん

堀井　　　さん

田口　キヌさん

石垣　栄治さん

佐藤トキヨさん

小寺　クミさん

三浦　清市さん

小林ユリ子さん

三浦　喜市さん

小助川義孝さん

小笠原　正さん

長谷部作十郎さん

畠山　タヨさん

土倉　　徹さん

鈴木　サヨさん

髙橋アサヱさん

原松　シウさん

加賀　征男さん
（金山 ・ ８８歳）

（石脇 ・ ９６歳）

（石脇 ・ ８８歳）

（万願寺 ・ ８２歳）

（内越 ・ ８８歳）

（西梵天 ・ ８７歳）

（小人町 ・ ７０歳）

（矢島町城内 ・ １０１歳）

（矢島町川辺 ・ ９１歳）

（矢島町七日町・８６歳）

（矢島町元町 ・ ９２歳）

（岩城内道川 ・ ９６歳）

（岩城二古 ・ ８５歳）

（南福田 ・ ７７歳）

（東鮎川 ・ ９６歳）

（陳ヶ森 ・ ８４歳）

（前郷 ・ ８３歳）

（牛寺 ・ ８１歳）

（松本 ・ ８６歳）

（岩谷麓 ・ ５８歳）

（大谷 ・ ８５歳）

（岩谷麓 ・ ９６歳）

（東由利舘合 ・ ９６歳）

（西目町沼田 ・ ９０歳）

（鳥海町上笹子 ・ ９６歳）

（鳥海町上笹子 ・ ９３歳）

（鳥海町上笹子 ・ ７９歳）

（鳥海町下直根 ・ ８２歳）

佐藤　　善ちゃん（琢真さん）石脇

佐藤　陽奈ちゃん（慶樹さん）大鍬町

遠藤　珠唯ちゃん（恭平さん）石脇

小松　乃葵ちゃん（祐太さん）山田

岡部　真登ちゃん（真也さん）後町

阿部　那來ちゃん（ 宏 さん）岩谷町

川村るうらちゃん（悠大さん）大谷

今村　泰惺ちゃん（駿平さん）西目町沼田

　岩城町名誉町民で元岩城町長の前川盛太郎さん（岩城滝俣）が９

月26日、永眠されました。昭和39年から岩城町議会議員を２期務め

た後、昭和46年から７期28年間にわたり岩城町長を務め、道路や上

下水道をはじめとする各種施設整備に取り組んだほか、天鷺郷・道

の駅など観光事業の展開や、鶴潟地区の宅地開発と役場庁舎移転など、

岩城地域の発展に尽力されました。この間、由利郡町村会長や秋田

県町村会長などを歴任。町長退任後も秋田県共同募金会会長などを

務め、地方自治の発展と住民福祉向上に大きく貢献されました。平

成14年勲四等旭日小綬章受章。平成16年岩城町名誉町民。94歳。

工藤　セイ子さん（旧本荘市民生功労者・藤崎）

９月19日永眠されました。昭和58年から平成16年まで

21年間にわたり、民生委員・児童委員として住民福祉の

向上と児童の健全育成のため、訪問活動や実態調査、援

護指導などに積極的に取り組み、社会福祉の向上に尽力

されました。平成16年本荘市民生功労。86歳。

佐々木　和子さん（旧本荘市民生功労者・中梵天）

９月25日永眠されました。昭和53年の旧本荘市食生活

改善推進協議会発足以来、副会長と会長を歴任。合併後

は市副会長兼本荘支部長を平成28年まで務め、38年間に

わたり食生活改善の啓発普及や食生活を通じた健康づく

りに尽力されました。平成16年本荘市民生功労。89歳。

昭和３年　旧岩城町に生まれる

昭和 21 年　西目農業高校（現西目高校）を卒業

昭和 39 年　岩城町議会議員当選

昭和 46 年　岩城町長当選

昭和 60 年　由利郡町村会長

平成７年　秋田県町村会長

平成 14 年　勲四等旭日小綬章受章

平成 16 年　岩城町名誉町民

岩 城 町 名 誉 町 民
前 川 盛 太 郎 さ ん（ 岩 城 地 域 ） ご 逝 去

　10 月１日号 12 ㌻の行政相談委員の氏

名に間違いがありました。正しくは下記

のとおりです。訂正してお詫びします。

西目地域　釡台憲二さん

◆
由
利
地
域
の
森
子
大
物
忌
神
社
に

初
め
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
杉
の
木

を
横
目
に
、
上
ま
で
ま
っ
す
ぐ
伸
び

た
階
段
を
上
り
、
神
社
ま
で
た
ど
り

着
い
た
と
き
に
は
爽
や
か
な
達
成
感

が
あ
り
ま
し
た
。

（
佐
藤
さ
ん
・
20
代
・
本
荘
地
域
）

◆
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
や
健
康
だ
よ
り

な
ど
、
必
要
な
情
報
が
ま
と
ま
っ
て

い
る
の
で
、
必
ず
目
を
通
し
ま
す

が
、
一
番
好
き
な
の
は
「
お
誕
生
日

お
め
で
と
う
」
の
名
前
を
読
む
こ
と

で
す
。
「
笑
売
繁
盛
！
」
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
斎
藤
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
本
荘
地
区
の
愛
宕
町
内
外
れ
に

あ
っ
た
半
跏
像
の
地
蔵
尊
が
永
泉
寺

境
内
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
江

戸
時
代
、
本
荘
藩
五
代
藩
主
六
郷
政

長
公
の
命
で
、
本
荘
城
下
守
護
の
た

め
に
、
町
外
れ
に
設
置
さ
れ
た
と
伝

わ
る
六
地
蔵
尊
の
一
つ
で
す
。

（
じ
っ
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
70
代
・
本
荘
地
域
）

由利本荘市生 活 応 援 券

 引換期限　10 月 27 日㈮

期限までの
引き換えを
お忘れなく！

問　生活応援券コールセンター　　☎０１２０－１０２－２５９

「
声
　
お
た
よ
り
」
は
市
民
の

皆
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ふ
だ

ん
感
じ
て
い
る
こ
と
や
広
報
紙
へ

の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
た
く
さ

ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ハ

ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー

ル
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

宛
先
　
広
報
広
聴
課
　
「
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
・
お
た
よ
り
」

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

おたより
お待ちしています

お詫び・訂正

・・・・・・・・前川盛太郎さんの主な経歴・・・・・・・

人 の動き

事故･違反･飲酒運転のない街に！
  ９月の人身事故発生状況

　事故件数
　死亡者数
　負傷者数

累計 昨年同期

人口　 71,948人  （ -81 ）
男=34,700人  （ -31 ）
女=37,248人  （ -50 ）

　　世帯数  30,881世帯（ - 7 ）

５件
０人
５人

58件
２人
66人

60件
０人
77人

      （９月30日現在・由利本荘署管内）

９月末日現在・住民基本台帳　　（　）は前月比

ルールを守ろう

今村　泰惺ちゃん（駿平さん）西目町沼田
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番
の
塩
味
が
好
き
で
す
　
　
　

  

♪

　
　が
ら
歯
磨
き
は
、テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ

　
　な
ど
意
識
が
そ
ち
ら
に
向
い
て
し

ま
い
、同
じ
箇
所
を
ず
っ
と
磨
い
て
磨
き

残
し
が
で
き
る
と
の
こ
と
。二
兎
を
追
う

者
は
一
兎
を
も
得
ず
で
す
ね
。
　
　（紀
）

三河　芙和ちゃん（聖央さん）石脇

齋藤　輝旺ちゃん（ 蓮 さん）石脇　

石井　　湊ちゃん（貴大さん）大鍬町

佐々木朝飛ちゃん（ 凌 さん）東梵天

五十嵐糸芭ちゃん（広樹さん）二番堰

<９月16日～９月30日受け付け分>

　　ふうわ

　　て　お

　　　　みなと

　　 あさと

　　いとは

　　ぜん  

ひ　な

す　い

の　あ

さなと

<９月16日～９月30日受け付け分>
「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

鈴木ノリ子さん

髙橋ひさよさん

成田ハツヨさん

板垣ツヱ子さん

小松　鉄治さん

大宮　勝則さん

小川　　豊さん

（石脇 ・ ８５歳）

（肴町 ・ １０１歳）

（鮎瀬 ・ ８０歳）

（鳥田目 ・ ７５歳）

（館前 ・ ８７歳）

（三条 ・ ６７歳）

（川口 ・ ９６歳）

佐藤　良美さん（市民生功労者・矢島町元町）

９月18日永眠されました。昭和61年から令和元年まで

33年間にわたり、民生委員・児童委員として住民福祉の

向上と児童の健全育成に貢献。矢島地区民生児童委員協

議会会長を務めるなど、社会福祉の向上に尽力されまし

た。平成30年由利本荘市民生功労。77歳。

　な　こ

　たいせい

佐々木芳治郎さん

西野ハツ子さん

鈴木　　茂さん

佐藤　俊男さん

中村　岩子さん

佐藤　留七さん

阿部　英典さん

佐藤　タヨさん

佐藤　チセさん

伊東　ミヤさん

小松　サツさん

堀井　　　さん

田口　キヌさん

石垣　栄治さん

佐藤トキヨさん

小寺　クミさん

三浦　清市さん

小林ユリ子さん

三浦　喜市さん

小助川義孝さん

小笠原　正さん

長谷部作十郎さん

畠山　タヨさん

土倉　　徹さん

鈴木　サヨさん

髙橋アサヱさん

原松　シウさん

加賀　征男さん
（金山 ・ ８８歳）

（石脇 ・ ９６歳）

（石脇 ・ ８８歳）

（万願寺 ・ ８２歳）

（内越 ・ ８８歳）

（西梵天 ・ ８７歳）

（小人町 ・ ７０歳）

（矢島町城内 ・ １０１歳）

（矢島町川辺 ・ ９１歳）

（矢島町七日町・８６歳）

（矢島町元町 ・ ９２歳）

（岩城内道川 ・ ９６歳）

（岩城二古 ・ ８５歳）

（南福田 ・ ７７歳）

（東鮎川 ・ ９６歳）

（陳ヶ森 ・ ８４歳）

（前郷 ・ ８３歳）

（牛寺 ・ ８１歳）

（松本 ・ ８６歳）

（岩谷麓 ・ ５８歳）

（大谷 ・ ８５歳）

（岩谷麓 ・ ９６歳）

（東由利舘合 ・ ９６歳）

（西目町沼田 ・ ９０歳）

（鳥海町上笹子 ・ ９６歳）

（鳥海町上笹子 ・ ９３歳）

（鳥海町上笹子 ・ ７９歳）

（鳥海町下直根 ・ ８２歳）

佐藤　　善ちゃん（琢真さん）石脇

佐藤　陽奈ちゃん（慶樹さん）大鍬町

遠藤　珠唯ちゃん（恭平さん）石脇

小松　乃葵ちゃん（祐太さん）山田

岡部　真登ちゃん（真也さん）後町

阿部　那來ちゃん（ 宏 さん）岩谷町

川村るうらちゃん（悠大さん）大谷

今村　泰惺ちゃん（駿平さん）西目町沼田

　岩城町名誉町民で元岩城町長の前川盛太郎さん（岩城滝俣）が９

月26日、永眠されました。昭和39年から岩城町議会議員を２期務め

た後、昭和46年から７期28年間にわたり岩城町長を務め、道路や上

下水道をはじめとする各種施設整備に取り組んだほか、天鷺郷・道

の駅など観光事業の展開や、鶴潟地区の宅地開発と役場庁舎移転など、

岩城地域の発展に尽力されました。この間、由利郡町村会長や秋田

県町村会長などを歴任。町長退任後も秋田県共同募金会会長などを

務め、地方自治の発展と住民福祉向上に大きく貢献されました。平

成14年勲四等旭日小綬章受章。平成16年岩城町名誉町民。94歳。

工藤　セイ子さん（旧本荘市民生功労者・藤崎）

９月19日永眠されました。昭和58年から平成16年まで

21年間にわたり、民生委員・児童委員として住民福祉の

向上と児童の健全育成のため、訪問活動や実態調査、援

護指導などに積極的に取り組み、社会福祉の向上に尽力

されました。平成16年本荘市民生功労。86歳。

佐々木　和子さん（旧本荘市民生功労者・中梵天）

９月25日永眠されました。昭和53年の旧本荘市食生活

改善推進協議会発足以来、副会長と会長を歴任。合併後

は市副会長兼本荘支部長を平成28年まで務め、38年間に

わたり食生活改善の啓発普及や食生活を通じた健康づく

りに尽力されました。平成16年本荘市民生功労。89歳。

昭和３年　旧岩城町に生まれる

昭和 21 年　西目農業高校（現西目高校）を卒業

昭和 39 年　岩城町議会議員当選

昭和 46 年　岩城町長当選

昭和 60 年　由利郡町村会長

平成７年　秋田県町村会長

平成 14 年　勲四等旭日小綬章受章

平成 16 年　岩城町名誉町民

岩 城 町 名 誉 町 民
前 川 盛 太 郎 さ ん（ 岩 城 地 域 ） ご 逝 去

　10 月１日号 12 ㌻の行政相談委員の氏

名に間違いがありました。正しくは下記

のとおりです。訂正してお詫びします。

西目地域　釡台憲二さん

◆
由
利
地
域
の
森
子
大
物
忌
神
社
に

初
め
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
杉
の
木

を
横
目
に
、
上
ま
で
ま
っ
す
ぐ
伸
び

た
階
段
を
上
り
、
神
社
ま
で
た
ど
り

着
い
た
と
き
に
は
爽
や
か
な
達
成
感

が
あ
り
ま
し
た
。

（
佐
藤
さ
ん
・
20
代
・
本
荘
地
域
）

◆
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
や
健
康
だ
よ
り

な
ど
、
必
要
な
情
報
が
ま
と
ま
っ
て

い
る
の
で
、
必
ず
目
を
通
し
ま
す

が
、
一
番
好
き
な
の
は
「
お
誕
生
日

お
め
で
と
う
」
の
名
前
を
読
む
こ
と

で
す
。
「
笑
売
繁
盛
！
」
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
斎
藤
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
本
荘
地
区
の
愛
宕
町
内
外
れ
に

あ
っ
た
半
跏
像
の
地
蔵
尊
が
永
泉
寺

境
内
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
江

戸
時
代
、
本
荘
藩
五
代
藩
主
六
郷
政

長
公
の
命
で
、
本
荘
城
下
守
護
の
た

め
に
、
町
外
れ
に
設
置
さ
れ
た
と
伝

わ
る
六
地
蔵
尊
の
一
つ
で
す
。

（
じ
っ
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
70
代
・
本
荘
地
域
）

由利本荘市生 活 応 援 券

 引換期限　10 月 27 日㈮

期限までの
引き換えを
お忘れなく！

問　生活応援券コールセンター　　☎０１２０－１０２－２５９

「
声
　
お
た
よ
り
」
は
市
民
の

皆
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ふ
だ

ん
感
じ
て
い
る
こ
と
や
広
報
紙
へ

の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
た
く
さ

ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ハ

ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー

ル
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

宛
先
　
広
報
広
聴
課
　
「
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
・
お
た
よ
り
」

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

おたより
お待ちしています

お詫び・訂正

・・・・・・・・前川盛太郎さんの主な経歴・・・・・・・

人 の動き

事故･違反･飲酒運転のない街に！
  ９月の人身事故発生状況

　事故件数
　死亡者数
　負傷者数

累計 昨年同期

人口　 71,948人  （ -81 ）
男=34,700人  （ -31 ）
女=37,248人  （ -50 ）

　　世帯数  30,881世帯（ - 7 ）

５件
０人
５人

58件
２人
66人

60件
０人
77人

      （９月30日現在・由利本荘署管内）

９月末日現在・住民基本台帳　　（　）は前月比

ルールを守ろう
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今
回
紹
介
す
る
の
は
、
若
者
同
士

の
出
会
い
の
場
と
な
る
婚
活
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
た
「
鳥
海
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
会
議
」
で
す
。

ー
こ
の
活
動
に
取
り
組
ん
だ
の
は
な

ぜ
で
す
か
？

　
地
域
内
の
若
者
に
独
身
男
女
が
多

い
こ
と
か
ら
、
す
て
き
な
出
会
い
の

場
を
地
元
で
作
り
た
い
と
考
え
た
か

ら
で
す
。

　
企
画
を
考
え
る
際
、
チ
ー
ム
内
で

「
鳥
海
地
域
の
最
大
の
課
題
、
若
者

の
流
出
と
少
子
化
を
何
と
か
で
き
な

い
か
」
と
話
が
出
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

地
域
の
魅
力
で
あ
る
自
然
を
体
験
で

き
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
若

者
が
地
元
の
魅
力
を
再
発
見
し
な
が

ら
、
結
婚
促
進
に
つ
な
が
る
機
会
を

作
ろ
う
と
取
り
組
み
ま
し
た
。

ー
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
？

「
参
加
し
た
男
女
が
気
軽
に
交
流

で
き
る
」
点
と
「
地
域
の
魅
力
で
あ

る
自
然
を
体
験
・
発
信
で
き
る
」
点

を
両
立
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
カ
ヌ
ー
体
験
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
法
体

園
地
で
開
催
し
ま
し
た
。
マ
ッ
チ
ン

グ
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
る
と
殺
伐
と
し

た
雰
囲
気
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
っ

た
の
で
、
ま
ず
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
そ
の
中
で

互
い
に
会
話
を
楽
し
め
る
よ
う
工
夫

し
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
か
、
当
日

は
多
く
の
参
加
者
が
笑
顔
で
楽
し
む

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う

れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。

ー
今
後
の
目
標
は
？

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
る
こ
と
で

す
。

　
実
は
、
婚
活
と
い
う
言
葉
に
抵
抗

が
あ
っ
た
た
め
か
、
参
加
を
期
待
し

て
い
た
地
元
の
若
者
だ
け
で
は
な

く
、
参
加
者
の
申
し
込
み
自
体
が
思

う
よ
う
に
集
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
終
的
に
は
、
あ
き
た
結
婚
支
援
セ

ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
開
催
で
き

る
人
数
の
申
し
込
み
が
集
ま
っ
た
と

い
う
背
景
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

イ
ベ
ン
ト
を
続
け
る
中
で
、
地
元
の

若
者
が
参
加
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
開
催
ま
で

に
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま

た
が
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
協
力
し
合

う
こ
と
で
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
回
の
反
省
点
を
生
か
し
な

が
ら
、
ま
た
来
年
の
開
催
を
目
指
し

て
頑
張
り
た
い
で
す
。

９月３日の活動に携わったメンバーの皆さん
代表　鈴木真利さん（写真左）

17人の参加者がグループごとに共同
作業するバーベキュー

イベント当日の様子
（９月３日・法体園地）

カヌー体験や周囲の散策など鳥海地
域の自然を楽しむレクリエーション

　由利本荘プロモーション会議とは、昨年から始まった

市内の20歳～40歳の若者が参加して行う、地域を元気に

する活動です。人口減少などの課題がある中で地域を盛

り上げようと活動する団体の代表者に話を聞きました。

婚活イベントで地域の課題解決を目指す

鳥海・法体の滝で
ＢＢＱ＆カヌー体験

（鳥海プロモーション会議）

月 日
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法体の滝に抱かれて
親子で川遊び体験
　地元の人やアウトドア愛好者らが集い、自然の中でキャンプなどの野外体験に親しむ「由

利本荘アウトドアフェス」が９月23日・24日に法体園地で行われました。会場には多くのキャ

ンプテントが張られ、法体の滝で行われたカヌーやＳＵＰ（スタンド・アップ・パドルボー

ド）などの水上アクティビティ体験、市内外の飲食店が出店する屋台、キャンプスタイル

コンテスト、キャンプめし炊きコンテストなどを約５００人の来場者が楽しみました。

　地元の人やアウトドア愛好者らが集い、自然の中でキャンプなどの野外体験に親しむ「由

利本荘アウトドアフェス」が９月23日・24日に法体園地で行われました。会場には多くのキャ

ンプテントが張られ、法体の滝で行われたカヌーやＳＵＰ（スタンド・アップ・パドルボー

ド）などの水上アクティビティ体験、市内外の飲食店が出店する屋台、キャンプスタイル

コンテスト、キャンプめし炊きコンテストなどを約５００人の来場者が楽しみました。

　地元の人やアウトドア愛好者らが集い、自然の中でキャンプなどの野外体験に親しむ「由

利本荘アウトドアフェス」が９月23日・24日に法体園地で行われました。会場には多くのキャ

ンプテントが張られ、法体の滝で行われたカヌーやＳＵＰ（スタンド・アップ・パドルボー

ド）などの水上アクティビティ体験、市内外の飲食店が出店する屋台、キャンプスタイル

コンテスト、キャンプめし炊きコンテストなどを約５００人の来場者が楽しみました。

　地元の人やアウトドア愛好者らが集い、自然の中でキャンプなどの野外体験に親しむ「由

利本荘アウトドアフェス」が９月23日・24日に法体園地で行われました。会場には多くのキャ

ンプテントが張られ、法体の滝で行われたカヌーやＳＵＰ（スタンド・アップ・パドルボー

ド）などの水上アクティビティ体験、市内外の飲食店が出店する屋台、キャンプスタイル

コンテスト、キャンプめし炊きコンテストなどを約５００人の来場者が楽しみました。


